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Atotalofl83（including95new）hostplantsof21AttelabmaeandApodermaespecles
(Coleoptera，Attelabidae）werercportedfrom4（'Ibyama，Ishikawa，G血，andNaganoノ
PrcfecturesofthcChnbuDismct，centralHonshu，Japan，basedontheresultsofmtenslvc
fieldobservatlonandsomeexperlmentsundcrlaboratoryconditionsinl995-97．Hostselection
and/orpreferencelntwotaxonomicallvproblematicalspeciesgroups，』poder"s
(CO"Zpsapo‘ier〃s）spp､andRzrα"αcﾉ'e吻加r”spp.,werediscussedSeveralfutureproblems
conceminghostpreferencemtheAttelabidaewerepointedout､Anewformanamef､腕o""CO/zJs
K・SuzukietUeharawasgivenfortheformswithentirclyblackbodycolorationwhichoccurm
highmountalnareasmtheChnbuDistrict・
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1995～97年における野外での観察と室内飼育の結果に基づいて，本州中部地方4県（富
山・石川・岐阜・長野県）に生息するオトシブミ・アシナガオトシブミ両亜科（鞘迩目,オト
シブミ科）21種の寄主植物計183種（新記録95種を含む；U6hara＆Suzuki，準備中）を報告し
た。種の認定をめぐって分類学上異論のある2つの種群,ヒメクロオトシブミ種群とヒゲナガ
オトシブミ種群（オトシブミ亜科)，における寄主植物選好性について論議するとともに，オ
トシブミ類の食性をめぐる諸問題について今後特に考究されるべき問題点を指摘した。今後の
論議の便宜のために,中部地方の山岳地帯に出現するセアカヒメオトシブミの全体黒色の個体
に，f・"zo""CO“KSuzukietU6haraの型名を与えた。
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日本列島に生息する昆虫類は，10万種を下らないと
壱されている（九州大学農学部昆虫学教室・日本野推定
生生物研究センター編，1989）が，これまでに明らか
にされているものはそのうちの3万種強に過ぎない。
最近，生物多様性biodiversityの保全をめぐる論議が
盛んになってきた。‘生物多様性の語が,生物種の数
という限定された意味で用いられることの多いことは
遺憾である｡生物多様性は,生態・行動・生理・発生・
遺伝等々，生物現象のあらゆる側面に及んでおり，そ
の保全のための方策を模索するには地域生物相の実態
を具体的かつ詳細に把握することが必要不可欠の要請
7？
であるが，同時に個々の生物種のもつ内部的多様性，
つまり種を構成する地域個体群，さらにはそれを構成
する個体のレヴェルについてまで視野に入れる必要が
ある（Cf・鈴木，1992)．地域個体群の絶滅は,各地で
頻繁に起きており，これ以上種の内部的多様性が急速
に失われつつある現状を黙視することはできない。
地域生物相の解明は，主にその地域に活動拠点を置
く自然誌研究家の努力によって進められてきたが，昆
虫について言えばチョウ類やトンボ類などきわめて限
られた一部の群を除けば，ある地域にいったいどのよ
うな種が生活しているのかというもっとも基礎的な情
報すら必ずしも充分には得られていないのが実情であ
上原千春・鈴木邦雄
かつ詳細に把握することは，かれらの生活史戦略やそ
の進化を考察していく上での基礎資料として重要にな
ると考えられる。
本稿では，筆者らが本州中部地方4県下で実際に確
認したオトシブミ類の全寄主植物を報告する。また，
これまでの観察結果を中心に，オトシブミ類の寄主植
物選好性をめぐるいくつかの側面について考察し，今
後の課題などを指摘する。
る。
さて，オトシブミ科Attclabidaeは，日本列島から
はオトシブミ亜科Apodcrinael4種，アシナガオトシ
ブミ亜科Attelabmae9種，チョッキリゾウムシ亜科
Rhynchitinae62種が知られている。本稿では，前2亜
科を「オトシブミ類」と総称する。オトシブミ科の揺
藍形成行動は，古くから多くの研究者の関心を集め，
さまざまな角度から研究されてきた。特定種に関する
断片的な記述や解説なども含めると，既に移しい数の
文献資料が蓄積している。筆者らは，最近，この科の
揺篭形成と揺藍構造に関する約250篇の文献の目録を
作成した（鈴木・上原，1996,1997b)。
筆者らは，1995年以降，主に本州中部地方4県（富
山・石川・岐阜・長野県）で，10属21種のオトシブミ
類の揺藍形成の過程を観察すると共に，完成した揺藍
を多数採集してきた。揺藍の基本構造を折紙的発想に
立って徹底的に解析した結果，多くの点で従来の知見
とは異なる理解を得，新たな派生的問題を多数見いだ
した。それらの研究結果は,約15篇の論文で公表した。
また，最近，筆者らの研究結果を中心として日本産オ
トシブミ類全種の揺藍構造とその形成過程に関する総
説をまとめた（鈴木・上原，l997c)。
オトシブミ類の生態や行動，地理的分布や分類など
をめぐって，多くの興味深い未解決の問題がある。特
に広域分布種とその近縁種は，多くの問題をわれわれ
に提示している。日本産オトシブミ類全23種の多くは，
かなり広域に分布しており，富山・石川・岐阜・長野
4県下にはそれらのうち北海道に分布するオオコブオ
トシブミPﾉﾘym“”oaer"ss"加r"α“（Sharp，1889）を
除く22種が生息している。しかし，基本的な生活史が
判明している種はむしろごく少数であり，種々の研究
の基礎となる分類学上未解決の問題をかかえた種群も
多い（Cf・鈴木・上原，l997a，c)｡コブルリオトシブ
ミE〃OPS（Kob“y"α〆OPS)””I“"sSharp,1889を除
く21種について，筆者らが野外で観察・記録した寄主
植物は約200種に及び,それらのうち従来全く報告のな
かった寄主植物は計100種を超えている（鈴木・上原，
l997a；U6hara＆Suzuki，準備中)。
植食性昆虫phytophagousinsectであるオトシブミ類
の生活史戦|略は，必然的にかれらの生息地における植
生環境に依存することになる。現在われわれが認知し
うる寄主植物の利用範囲やその利用形態の多様性は，
同一の生態的地位を占める近縁種間，個体群間，ある
いはかれらと寄主植物の間の攻防の歴史を反映してい
ると考えられる。日本列島の各地で，特定地域のオト
シブミ群集と寄主植物群集の関係をできるだけ全体的
2方法および結果
表1に,1995年6月上旬～9月下旬,96年4月下旬～
9月下旬および97年4月上旬～11月中旬に，富山・石
川・岐阜・長野4県下で採集したオトシブミ・アシナ
ガオトシブミ両亜科の揺藍のデータを示した。寄主植
物のほとんどは，野外で実際にメス成虫による揺藍形
成を観察するか，採集した揺藍を実験室内で飼育後，
成虫の羽化を確認することによって記録した。鐸印で
示した一部の揺藍については，野外における諸状況か
らまず間違いないと思われる揺藍の形成種を特定し
た。また，ごく一部，揺藍形成は確認していないもの
の野外で成虫による摂食を確認したものについては，
採集した成虫のデータを記した。
オトシブミ類各種の分類学上の扱いや学名・和名の
表記に関しては，基本的には森本（1992）に従った。
寄主植物については，現在入手し得る標準的な図鑑で
ある佐竹義輔外編（1981-82；1989)『日本の野生植物倉
の草本篇I‐Ⅲおよび木本篤I‐Ⅱ（平凡社，東京）に
従って整理・記載した。以下の本文中では，特に必要
のない限り，オトシブミ類各種および寄主植物の学名
は記さないので注意されたい。
3．論議一オトシブミ類の寄主植物選好性をめぐる諸
問題一
昆虫と植物の間に現在見られる相互作用とその多様
性は，両者の共進化の結果もたらされたものである。
植食性昆虫の寄主植物選好性hostplantprcfcrenceは，
昆虫か利用する寄主植物の範囲，寄主植物の含有する
化学成分や栄養との関係，寄主植物を認知する昆虫の
視覚・倶覚などの感覚器官の構造とその生理，寄主植
物を選択する諸過程における昆虫の行動，その寄主植
物に依存している昆虫の生活史戦略，寄主植物選好性
の遺伝的変異など，さまざまな角度から研究されてき
ている。ここでは，オトシブミ類の寄主植物選好性を
めぐる以上のさまざまな問題のうち，利用植物の範囲
に関連したいくつかの事項に焦点を絞って論じること
とする。
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しばしば，上の定義による単食性と狭食性の種を合
わせてスペシャリストspecialist，広食性の種をジェ
ネラリストgencralistと呼ぶ。ただし，定義自体から
明らかなように，狭食性と広食性の区別はもともと相
対的であるから，特に隣り合った群の境界はしばしば
暖昧である。また，後述のように，オトシブミ類の種
の寄主植物選好性は，状況によってかなり変化するこ
とがあるので，今後の調査によって新寄主植物が追加
されるにつれて，各種の全体としての食性の評価は，
MA→M園→OA→OB→PA→PB→PCと徐々に移行して
いく可能性があることを承知しておく必要があろう。
3.2．本州中部地方に生息するオトシブミ亜科2種群
の寄主植物選好性
筆者らが調べ得た限り，従来，オトシブミ類各種の
寄主植物の利用範囲が地域個体群ごとに記録された例
はひじょうに少ない。オトシブミ類の生活史戦略は，
当然，かれらの生息地における植生環境に大きく依存
している。植生環境は，地理的に変化していくもので
あるから，オトシブミ類とかれらの利用している寄主
植物の関係自体も地域によって変化していくことは必
然である。
ところで，種分化の機構については，一般に個体群
間の地理的隔離を前提とする異所性種分化aⅡopatric
speciationによって説明されることが多い。最近,特に
植食性昆虫においては，同所性の近縁種群内における
寄主植物選好性の分化がいくつかの種群で明らかにさ
れてきている（Cf・Hoshikawa，l983a，b；内藤,l988
a，b；大崎，1988)｡このような状況は，同一地域内に
生息する個体群内で同所性種分化sympatric
speciationが起こる可能性を示唆していると考えら
れる。
ここでは，分類学上の取り扱いについて異論のある
2つの種群，ヒメクロオトシブミ種群とヒゲナガオト
シブミ種群（オトシブミ亜科）の富山。岐阜。長野3
県下における分布状況と寄主植物選好性について考察
する。
3.2.1．ヒメクロオトシブミとセアカヒメオトシブミ
日本産co"'ps”o"er"s亜属(オトシブミ亜科)には，
ヒメクロオトシブミとセアカヒメオトシブミの2種が
認められている（森本，1992)。これら2種は,いずれ
も普通種で，ヒメクロオトシブミは本州．四国．九
州・対馬に，セアカヒメオトシブミは北海道．本州．
佐渡島に分布し，しばしば両者が同所的に生息する状
況が見られる。CO"ZPs”oaer"s亜属の種には，多く
の色彩変異が知られており，それらの分布状況はきわ
めて多様である。特にヒメクロオトシブミは，従来よ
3.Lオトシブミ類の寄主植物選好性
筆者らは，多数の文献を渉猟し，日本産オトシブミ
類全23種の既知寄主植物一覧を作成した(鈴木・上原，
l997a)。筆者らが野外で観察した各種についての新記
録の寄主植物は計100種ほどになる（Uehara＆Suzuki，
準備中)。
オトシブミ類には，種によって極めて限られた種類
の植物を寄主としているものから，多種多様の植物を
利用しているものまである。例えば，オトシブミ亜科
のエゴツルクビオトシブミの寄主植物は，l科l属に
属するわずか2種に限られているが，ウスアカオトシ
ブミは，系統的にも全く異なる20科以上の寄主植物を
利用している（表2）。
植食性昆虫の食性は，その範囲によって，一般に単
食性monophagy，狭食性ougophagyおよび広食性
polyphagyに分けられてきた。筆者らは，オトシブミ
亜科およびアシナガオトシブミ亜科両群の寄主植物選
好性についての議論を進めるにあたって，Bemays＆
Chapman（1994）の定義を踏まえ，それらの各々 を便
宜的にさらに2あるいは3つの亜群に分け，以下の7
群を区別した（鈴木・上原，l997c)。
単食性：次の2亜群に分ける
MA：単一の植物種に寄生することこれに相当す
るオトシブミ類は確認されない．
M。：単一属の複数の植物種に寄生すること．エコ
ツルクビオトシブミ．
狭食性：次の2亜群に分ける．
OA：単一科の複数属の植物種に寄生することナラ
ルリオトシブミ．
OB：3未満の科の植物種に寄生すること（しばしば
分離狭食性diSjunctohgophagyと呼ばれる).ムツモン
オトシブミ，ゴマダラオトシブミ，ヒメゴマダラオト
シブミ，オオコブオトシブミ，アシナガ､オトシブミ，
ハギルリオトシブミ，ケシルリオトシブミ．
広食性：次の3亜群に分ける．
PA：3‐5科の植物種に寄生することナミオトシ
ブミ，ヒメコブオトシブミ，アカクビナガ､オトシブミ，
ルイスアシナガ､オトシブミ，ビロードアシナガオトシ
ブミ，コブルリオトシブミ．
PB：6‐10科の植物種に寄生することウスモンオ
トシブミ・キイロヒゲナガ､オトシブミ，ヒゲナガ､オト
シブミ，ルリオトシブミ，カシルリオトシブミ．
PC：11以上の科の植物種に寄生すること．ヒメクロ
オトシブミ，セアカヒメオトシブミ，ウスアカオトシ
ブミ．
【??
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り多くの研究者によっていくつかの型formaが区月［
されている（沢田，1992)｡それらの中にはセアカヒメ
オトシブミと色彩・形態的にほとんど区別できないも
のも含まれる（Cf・沢田，1992；鈴木・上原,l997a；
上原・鈴木，l998a)。
かれらの寄主植物選好性はひじょうに複雑かつ多様
であり，各色彩型の生息状況も単純ではない。セアカ
ヒメオトシブミの色彩変異については，全体黒色型の
みの存在が指摘されている（bf森本，1992)｡これに
は未だ正式な型名はあてられていない。そこで，今後
の議論の便宜のために,以下の型名を与えておきたい。
f・mo""CO/“K､SuzukietUehara,f,I10v・セアカヒメオト
シブミ全体黒色型
Ancwformawithentirelvblackbodvcolorationof
幼oder"s（CO刀PsapoJer"s）gemz"〃sSharp，18”
occurringillhighmoulltamareamtheCh6buDistrict‘
centralHonshu．
一方，最近，迩鞘が赤褐色の‘セアカ型ヒメクロオ
トシブミ，の存在の可能性が指摘されている（西治，
1996)。西治（1996)は,福井県坂井郡丸岡町において，
迩鞘が赤褐色で，脚・腹・尾節板が黄褐色～茶褐色の
個体を確認している。筆者らは，この型に該当する個
体は発見していない。西治によれば，福井県下には，
ヒメクロオトシブミとセアカヒメオトシブミが同所的
に生息し，さまざまな色彩パターンの個体が多く出現
する地域があるようであり，両種の交雑帯が形成され
ている可能性も高いと考えられる（Cf・西治，1996)。
富山県下に生息する迩鞘が赤褐色の個体は，すべて
脚・腹・尾節板が黒色であり，橿色あるいは黄褐色の
個体は全く発見されなかった。本稿では，迩鞘が赤褐
色の個体はすべてセアカヒメオトシブミとして扱うこ
ととした。体色以外の形態的形質（迩鞘の点刻列の強
さ，体の大きさなど）によって両種を完全に区別する
ことは困難であると判断したためである。
筆者らが富山・岐阜・長野3県下で観察したセアカ
ヒメオトシブミの寄主植物には，本稿で初めて記録さ
れるものも多いが，それらの中にはヒメクロオトシフ
ミの寄主植物として既に記録されているものも少なく
ない。両種の寄主範囲は，文献記録上ほぼ重なり合っ
ている（表l；鈴木・上原，l997a)。しかし，植生環
境は地域によって異なり，寄主植物の利用範囲に違い
の見られる状況が普遍的に認められた。植生環境は，
近接地域であっても複雑に変化するため，オトシブミ
類の利用できる寄主植物群集の種構成も複雑に変化す
8噂
る。同一地域に生息する場合にも，個体群（ここでは
明確にディームdemeと認識できる個体の集まりを指
す）ごとに実際に利用している寄主植物の範囲の異な
る状況がしばしば生じていると考えられる。
自然状態では，富山県魚津市片貝川，中新川郡上市
町早月川上流地域に生息する赤褐色型セアカヒメオト
シブミや，立山弥陀ケ原湿原に生息する全体黒色型セ
アカヒメオトシブミのように，生息地内に利用可能と
思われる植物種が複数混生しているにもかかわらず，
オオイタドリやワレモコウなど限られた植物種のみを
優占的に利用する場合が多く観察された。片貝川，早
月川上流地域のいずれの場所でも，セアカヒメオトシ
ブミの寄主植物として記録のあるオオイタドリ，ヒメ
ヤシャブシ，クマイチゴ,ヤナギ類は，しばしばひじょ
うに狭い地域で混生している。特定の寄主植物に依存
しているように見える個体群は，常に上記複数の植物
種も選択できる可能性はあるわけである。しかし，こ
れらの地域に大群落を形成する優占種であるオオイタ
ドリを利用しているディーム（赤褐色型のみが出現す
る集団）は,野外でそれを利用していないディーム(赤
褐色型と全体黒色型が生じる集団）との間にある程度
の隔離が生じていることは確かであると思われる。自
然状態において，同所的に生息するセアカヒメオトシ
ブミの個体群内に，寄主品種hostraccの形成途上に
あるディームが含まれている可能性が高いと考えられ
る（Cf・上原・鈴木，準備中)。
長野県諏訪市霧ケ峰高原には，レンゲツツジを利用
するヒメクロオトシブミ個体群とバラ科植物を利用す
るセアカヒメオトシブミ個体群が共存している。かれ
らは，寄主植物を使い分けることによって，互いに競
合することなく同所的に生息することが可能であるの
だと考えられる（上原・鈴木，l998a)｡これら2種は，
近縁種間の寄主植物選好性の分化の問題を考究する格
好の対象になると考えられる。
Hoshikawa（l983a，b）は,テントウムシ科のオオニ
ジュウヤホシテントウ種群〃e"“切加ch"αspp．（現在
は通常Ep"αc伽α属として扱われる）において，異な
る寄主植物に依存する各個体群をそれぞれ寄主品種と
見倣し，寄主植物選好性の地理的変異や寄主品種の分
化の機構について論じた。内藤（l988a，b）は，シダ
植物を寄主とするニホントガリシダハバチ
"e","αxo""8j〃o"jc皿sRohwer，1910（ハバチ科）につ
いて，同所的に生息し異なる植物種を寄主とするそれ
ぞれの集団を生態種ecospeciesと見倣し,それらの間
に生じている生殖的隔離の機構について推論してい
る。筆者らは，ヒメクロオトシブミやセアカヒメオト
本州中部地方に生息するオトシブミ類（鞘迩目，オトシブミ科）の寄主植物
側の採集例が多いとしている。日本では，セアカヒメ
オトシブミは青森県，北海道からも記録されているの
に対し，ヒメクロオトシブミのもっとも北の記録は宮
城県である。また，セアカヒメオトシブミのもっとも
西の記録は鳥取県，南は兵庫県であるが，ヒメクロオ
トシブミは,九州の各地でも採集されている(Cf､沢田，
1992)。
富山県では,セアカヒメオトシブミは標高約2000mの
ところまで生息していた。本稿において型名を与えた
全体黒色型の個体（f版o""CO/"s）は,富山・長野両県
の高地帯のみで発見された。筆者らの野外での観察結
果から，片貝川・早月川上流地域でオオイタドリを利
用する個体群は，1年に少なくとも2世代は繰り返す
と考えられる。1997年の調査で，早月川上流の上市町
馬場島では，10月下旬には降雪があったが，越冬前の
赤褐色の個体は積雪のある11月中旬まで活動してい
た。10月いつぱいまでは，枯れかけたオオイタドリの
葉上やわずかな葉の隙間などに多くの個体が集まり，
葉を盛んに摂食していた。この時期になると，全体黒
色型の個体が利用していたヒメヤシャブシは殆どが枯
れ落ちていた。初冬のヒメクロオトシブミの観察記録
はほとんどないため比較的に検討することはできない
が，少なくともこれらの地域に生息するセアカヒメオ
トシブミは，低温に対してかなりの耐性を持つと思わ
れる。
オトシブミ類は，通常樹皮下や落葉中などで成虫越
冬をすることが知られている（黒田，1974；黒沢，
1974)。セアカヒメオトシブミでは,高地に生息する個
体群ほど1年の世代数は少なくなる傾向が見られる。
立山弥陀ケ原湿原（標高約2000m）では，通常9月下
旬には降雪があり,翌年6月上旬まで積雪が見られる。
越冬個体は，主要な寄主植物であるワレモコウの新葉
が伸張する7月に揺藍形成を行い，8月下旬にはそれら
の揺藍から羽化した新成虫もほとんど見られなくなる
ことから，それらの個体は揺藍形成を行うことなくそ
のまま越冬に入ると考えられる。高層湿原に生息する
全体黒色型の現れるセアカヒメオトシブミ個体群は，
高地の寒冷な気候に適応した年l化の生活環を獲得し
ているものと考えられる。
3.4オトシブミ類の寄主植物選択の決定要因
3.4.1．寄主植物選好性の季節的変異
狭食性～広食性のオトシブミ類は，植食性のいくつ
かの昆虫類において知られているように（Cf・日野水
ら，1981),生息地内の各植物の成長様式や季節消長に
合わせて寄主植物を選択している可能性がある。筆者
らは，5月上旬，富山県婦負郡八尾町の低丘陵地で，
シブミに代表される広食性のオトシブミ類について
は，ディームレベルにおける寄主植物選好性の違いを
明らかにすることが，かれらの生活形態ひいては生殖
的隔離の機構を知る上で本質的に重要ではないかと考
える。
3.2.2．ヒゲナガオトシブミとキイロヒゲナガオトシ
フ識ミ
森本（1992）は，日本産のヒゲナガオトシブミ属
RJrα"αc〃eﾉbp加r"sには，北海道・本州・四国・九州
に分布するヒゲナガオトシブミRわ"gjcor"is（Roelof＆
1874）1種のみを認め，全体椿褐色～淡燈褐色の個体
に与えられたRzrα"αchejOP加r“ん/v"s（Roclofs,187“
をそのシノニムとした。後者は，おもに本州および九
州に分布し，従来より一般にキイロヒゲナガオトシブ
ミと呼ばれてきた。森本（1992）は，本属の種にはか
なりの個体変異が見られることから，いずれの種も多
くの個体を用いた再検討が必要であると指摘してい
る。西治（1993）は，主に福井県下での観察結果に基
づいて，同所的に生息する両者の寄主範囲が異なるこ
と，オス成虫の頭部や外部生殖器の形態に一定の違い
か認められることから，それぞれが独立種である可能
性が高いことを指摘している。
富山・岐阜両県下では，低丘陵地から山地帯にかげ
てヒゲナガオトシブミとキイロヒゲナガ､オトシブミか
しばしば同所的に生息している。両種の利用する寄主
植物の範囲はやや異なり，ヒゲナガオトシブミは，ス
イカズラ科，フサザクラ科，クスノキ科の植物を，キ
イロヒゲナガオトシブミは，フサザクラ科，クスノキ
科，リョウブ科，モクレン科，ハイノキ科，ツバキ科
の植物を利用していた｡キイロヒゲナガオトシブミは
クロモジ類のほか，ヒゲナガオトシブミの摂食しない
リョウブ，サワフタギ，ナツツバキを好食する傾向が
認められ，ヒゲナガオトシブミとは寄主範囲が異なる
ことが明らかになった。これらの結果は，西治(199酢
の福井県を中心とした観察結果とほぼ一致する。ただ
し,上市町大岩のヒゲナガオトシブミ個体群のように
きわめて限られた地域に生息する個体群がクロモジ類
だけでなく，フサザクラやゴマギなど，少なくとも3
科以上の植物を寄主とする場合もあることから，ヒゲ
ナガオトシブミは，必ずしもキイロヒゲナガオトシブ
ミより寄主範囲が狭いとは限らず，他の地域でもクス
ノキ科以外の植物も寄主としている可能性か高い（上
原・鈴木，未発表)。
3．3セアカヒメオトシブミの生活史と寒地適応性
沢田（1992）は，セアカヒメオトシブミはヒメクロ
オトシブミよりもやや北に偏った分布を示し，日本海
?
上原千春・鈴木邦雄
ケヤキの葉を盛んに摂食するヒメコブオトシブミの越
冬個体を観察したが，これらの個体は，7月上旬には
イラクサ科植物の葉を利用して揺藍を形成していた。
ヒメコブオトシブミは，その後9月下旬まで揺藍形成
を行っていたが，ケヤキの葉を利用する個体は発見で
きなかった。また，4月下旬，カシルリオトシブミの
越冬成虫が，小矢部市栗須でヤブムラサキ（クマツヅ
ラ科）の葉を，高岡市二上山でケヤキ（ニレ科）の葉
を摂食しているのを観察した（上原・鈴木，印刷中)。
盛口（1990）は，埼玉県飯能市において，カシルリオ
トシブミが春にイタドリやフジで揺藍形成を行い，初
夏にはヨモギ類（キク科)，カナムグラ（クワ科)，マ
マコノシリヌグイ（タデ科）およびノブドウ（ブドウ
科）などの葉を摂食することを報告している。棲井・
藤丸（1996）は，ヒゲナガオトシブミが5月上旬には
アブラチャンの新葉を利用しているか，6月に入ると
フサザクラの葉を利用して揺藍を形成する個体が多く
なることを報告している。
オトシブミ類の寄主植物選択や揺藍形成戦略は，か
れらの利用する植物の新葉が伸長するタイミングや葉
に含まれる養分や水分量の変動などとも密接な関係が
あるのではないかと推測される。同じ植物でも，その
成長段階によって葉の構造的・化学的諸性質がかなり
変化することが明らかにされてきている（Cf菊沢，
1986,1993；Bcmays＆Chapman，1994；Ohgushi，
1997)。オトシブミ類は,卵から羽化するまでに約20日
を要し，新成虫は親世代が利用していなかった植物も
寄主とすることができる（その逆もある）と考えられ
る。かれらは，その生活環を寄主植物の個体群動態及
び発生消長に同調させることによって，生息地内の植
物資源を効率よく利用していると考えられる。
植食性昆虫の利用する植物は，一般に，それだけで
世代を完了することが可能な寄主植物と，特定の発育
段階だけで摂食するかあるいはそれだけでは世代を完
了できない食餌あるいは加害植物に区別される。ただ
し，研究者によってそれらの厳密な定義はしばしばか
なり異なる。Hoshikawa（l983a）は，オオニジュウヤ
ホシテントウ種群の寄主植物を，片倉ら（1977）に基
づいて‘hostplants，（自然状態で幼虫が摂食し，成虫
まで正常に成長することができる植物)，‘foodplants，
(飼育環境下で幼虫が摂食し,成虫まで成長することが
できる植物)，‘cdibleplan喝'（自然状態あるいは飼育環
境下で,成虫または幼虫による被食が確認される植物〉
の3つのカテゴリーに分けた｡オトシブミ類において，
成虫による摂食が確認されている植物で，実際に揺藍
が造られ，幼虫が正常に成長できるかどうかは不明で
ある。本稿では，成虫の摂食を確認しただけのものも
寄主植物として扱った(表1）｡オトシブミ類の幼虫は，
揺藍内で羽化し，また成虫は揺藍形成を行う前にかな
りの葉を摂食することから，成虫が野外で好食する植
物は，揺藍形成にも利用されている可能性が高いと判
断したためである。揺藍形成期中あるいはそれ以外の
時期に食害されている植物が，揺藍形成にも利用され
るか否かについては，今後かれらの生息地内の各植物
種の季節消長と合わせて確かめる必要があろう（Cf・
上原・鈴木，l998b)。
3.4.2．寄主植物選択の可塑性
寄主植物選好性の幅が種によって異なっていること
は，それが一義的には遺伝的に決定されていることを
意味していよう。ただし,それは一定の可塑性も持つ。
ある個体の寄主植物選択は，個体発生過程で遭遇する
諸環境条件の違いによって一定の変動をするものと考
えられる。すなわち，寄主植物選好性の1幅の違いは，
それを支配しているある遺伝子型（あるいは遺伝的要
因）の反応規格reactionnorm（表現型の範囲)の違い
ということになる。
単食性の種にとって，かれらが寄主として受容する
植物間にはいくつかの共通の特徴かあり，母虫はそれ
を認知しているはずである。また，狭食～広食性の種
にとって，かれらの寄主植物の認知・選択過程におい
てはおそらく異なる手掛かり（あるいは刺激）cueが
関与しているはずである。
狭食～広食性の種では，ディームごとの寄主植物選
好性は，親世代のそれにある程度支配されている（ホ
プキンスの寄主選択原理HopkinS‘hostselection
prmciple）ことが考えられる。また,その地域の植生環
境によって寄主植物が左右されやすい面もあると考え
られる。同じ植物種でも，生息地あるいは季節によっ
ても寄主として利用される程度が大きく異なっている
のは，そのような理由によるのであろう。
オトシブミ類は，葉の化学的成分よりも，葉の形態
的・物理的性質によって揺藍材料を選んでいるという
報告（e,g・河野，1977）があり，また巻く葉の堅さや
大きさなどかメスの頭・胸部や脚（特に前脚）の形態
と密接な関係を持つことも指摘されている（Cf青木，
l982a，b)。しかし，セアカヒメオトシブミのように,
葉の形状が極端に異なる植物を利用している場合もあ
る(たとえばワレモコウとオオイタドリ；鈴木・上原，
l997c)。寄主植物を選択する基準は種によって異なる
ものと思われ，それを明らかにすることは今後の重要
な課題である。
3.5．オトシブミ類と寄主植物の相互関係
?
本州中部地方に生息するオトシブミ類（鞘迩目，オトシブミ科）の寄主植物
Hakston,Smith＆Slobodkin（1960）は，植食性昆虫
の個体群に影響を与える要因として，捕食者あるいは
寄生者の作用を重視し，植物資源には余剰があること
を前提に植物資源をめぐる競争はないと考えた（のち
に‘HSS仮説，と呼ばれた)。しかし,最近の昆虫と植
物の相互関係に関する研究では，植食性昆虫に対する
植物の防御戦略の解明に重点が置かれている（Cf大
串，1993；Ohgushi，1997)。植物の昆虫に対する防御
手段やその効果は決して一様ではない。植物の生産す
る多くの二次代謝産物には，捕食昆虫に対する化学的
防御物質が含まれ，それらはアルカロイド，テルペノ
イド，非タンパク性アミノ酸などの質的防御物質
quahtativcdcfcnseと，フェノール性化合物,タンニン，
リグニン,セルロー スなどの量的防御物質quantitative
defenseに分けられる。前者は毒性が高いため微量で
も効果かあり，後者は毒性はないが，長期にわたって
昆虫の消化効率を著しく阻害することが知られている
(Cf・Ohgushi，1997)。
質的防御物質は，昆虫の解毒酵素の獲得によって無
毒化される（Cf，Ohgushi，1997)。エゴツルクビオト
シブミのようなスペシャリストは，エゴノキ科植物の
生産する有毒物質（主にエゴサポニン）の解毒能力を
持ち，他種が利用できない植物資源を独占できるとい
う利点を持つと推測される。さらに，かれらがそのよ
うな化学的防御物質を寄主植物探索のための手掛かり
として積極的に利用している可能性も考えられる。
一方，ウスアカオトシブミのような典型的なジェネ
ラリストは，ディームごとに利用する寄主植物が必ず
しも一定しているようには見えず，生息地内のあらゆ
る植物を利用して揺藍を形成している点で，広食性の
ヒメクロオトシブミやセアカヒメオトシブミとはかな
り異なる戦略を採っているように思われる。植物の量
的防御物質は，多くの昆虫に対して効果があり，かつ
解毒酵素を獲得されにくい。一方，植物の化学的防御
物質の生産は，昆虫による被食herbivoryによっても
誘発されることが知られており，捕食昆虫の個体群密
度によってもその程度は大きく変化する（Ohgushi，
1997)｡ウスアカオトシブミのようなタイプのジェネラ
リストは，生息地内の多数の植物に分散して揺藍を形
成し，l植物あたりの個体群密度を下げることによっ
て，植物による防御を回避している可能性が高いので
はないかと推測される。
各種の寄主植物選好性の幅は，昆虫の種と寄主植物
の対応関係の観察結果に基づいて把握する以外にはな
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い。しかも，狭食性および広食性の種に関しては，上
述のように種々の要因によってそれ自体がさまざまな
程度に変動するようである。
現時点ではオトシブミ類各種の寄主植物か必ずしも
充分に把握されているとは言えないが，以下，各種の
特定の生息地における最適寄主植物選択を支配してい
る諸要因について総括してみる。
i)単食～狭食性の種では，分布圏の広い地域で同じ
食性が維持されている，すなわち種特異的寄主植物選
好性が見られるわけであるが，このことは特定植物を
食物資源として独占的に利用しているということをも
意味している。
、）狭食～広食性の種では，同一種が同一生息地に
おいてもしばしば異なる寄主植物を利用することがあ
る。
、i)狭食～広食性の種では，同一種でも，地理的(緯
度・標高など）及び地形的，時間的（季節的など）違
いによって生息地の環境諸要因が変化すれば，しばし
ば異なる寄主を利用している。この場合，寄主植物間
に利用頻度の序列も見られることが多い。種による化
性の違いや，前述のような植物の季節消長や防御戦略
なども，オトシブミ類の寄主植物選好性に大きな影響
を与える要因と考えられる。
iv）狭食～広食性の種では，同一種の同所性の個体
群間でも，時に寄主植物選好性の分化が生じている状
況が見られる。このことは，これら個体群が，植物資
源をめぐる競合を回避している結果である可能性が高
い。
以上のことから，オトシブミ類における寄主植物選
好性あるいは寄主品種形成についての理解を深めるた
めには，単に各種の利用する寄主植物が判明しただけ
では不十分である。種は，群集の構成員であるから，
その存在様式は，同じ群集を構成する他種との間に成
立している特定の関係によって規定されていると考え
られるべきである。したがって,オトシブミの各種が，
いつ，どこで，どのような植物を寄主植物として利用
しているのかということか，全体として1セットで把
握かつ記録される必要があろう。ヒメクロオトシブミ
種群やヒゲナガオトシブミ種群のような広食性かつ同
所性の近縁種間，あるいは種内における詳細な寄主植
物利用状況の調査・記録は，植食性昆虫における寄主
植物選好性の分化と寄主品種形成，ひいては同所性種
分化の問題を考える上での一つのケース・スタディと
してひじょうに有効であると考えられる。
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表1本州中部地方に生息するオトシブミ・アシナガオトシブミ両亜科の寄主植物
HostplantsofthesubfamiliesApodermaeandAttelabinaeintheCh6buDistrict，
centralHonshu,Japan
寄主植物（Hp:HostPlant）名ごとに，採集した揺藍（Cr,Exam）あるいは成虫（Ad,Exam.）の数,産地および採集
年月日の順に記した．ここに挙げた寄主植物は，野外で実際にメス成虫による揺藍形成または成虫による摂食を観察
するか，採集した揺藍を実験室内で飼育後，成虫の羽化を確認することによって記録されたものである．ただし，
岸付きの揺篭データについては，成虫を確認していないが野外における諸状況から揺藍形成種を特定した.すべての
標本は筆者ら自身が採集したものである．＊付きの寄主植物は，筆者らが別稿（U6hara＆Suzuki,準備中）で新たに
記録するものである．鈴木・上原（l997a)に挙がっていない寄主植物をすべて新記録として扱った.分類群の配列は，
いずれの分類階級においてもアルファベット順とした．産地名は略記したが，県，郡，市町村名等の詳細は以下の通
りである．
富山県：城山･古沢（富山市）；二上山（高岡市）；栗須（小矢部市）；片貝川･僧ケ岳（魚津市）；鋲ケ･岳（黒部
市）；三田･桐谷･栃折峠･上仁歩･大玉毛･上笹原･中根（婦負郡八尾町）：牛岳（婦負郡山田村）；馬場島･伊折･稲村・
東種･大岩（中新川郡上市町）；芦雌寺･立山美女平･立山弥陀ケ原湿原（中新川郡立山町）；有峰（上新川郡大山町）
；水無（東砿波郡利賀村）
石川県：城山（七尾市）；石動山（鹿島郡鹿島町）
’|皮阜県：平湯峠（吉城郡上宝村）；池ケ原湿原･杉原（吉城郡宮川村）；大多和'lIf（吉城郡神岡町）；楢峠･中沢上
(吉城郡河合村）；白水滝･小白川（大野郡白川村）
長野県：霧ケ峰高原（諏訪市）；安房峠･乗鞍（南安曇郡安曇村)．
1.SubfamilyApoderinaeオトシブミ亜科
i・TribeApoderiniオトシブミ族
1．Apo虚rMs(Apoaer脚s)jeえe"jRoelofs,1874ナミオトシブミ
Hp:*“""S此z"rjeZL6v､etVan't､ミヤマカワラハンノキ（Betula“aeカバノキ科）［U6hara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam.:1ex.,富山県馬場島,29-V1-1996；4exs.,同産地,1－VIII-1996;28exs.,同産地,6－VIII-1996；4exs.,同産地，
4-V11-1997;8exs.,同産地,5－VⅡ-1997;2exs.,有峰，2－V1-1996;36exs.,僧ケ岳,25-V11-1996ﾗ11exs.,片貝川,17-VI‐
1997;3exs.,乗鞍，8－VIII-1996・
Hp:AI"us”s岬aTurcz､var.sめ師Ca（Fischer）CKSchn・ヤマハンノキ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr､Exam.:3exs.,富山県馬場島,29-V1-1996;1ex.,同産地,12-VII-1996;5exs.,l-VIII-1996ﾗ1ex.,6－VⅡ1-1996；2
exs.,4－VII-1997;1ex.,芦雌寺,17-V-1997;1ex.,有峰,2－VII-1996;2exs.,僧ケ岳,12-VIII-1995ｦSexs.,同産地,25-VII
-1996;7exs.,片貝川,17-V1-1997う10cxs.,岐阜県平湯峠14-VIII-1995;2cxs.,同産地,6-VII-1996う4cxs.,白水滝,26-
V1-1997う1ex.,長野県乗鞍,8－VIII-1996・
HP:“"砿加axz腕owjcz〃CalLミヤマハンノキ（Betulaceacカバノキ科）
CrExam.:4exs.,富山県片貝川,18-VII-1996;3CxS.,立山弥陀ケ原湿原,23-VⅡ-1997;1Cx.,同産地,18-VⅡ1-1997;2
exs.,長野県安房峠14-VIII-1995;7exs.,岐阜県平湯峠,14-VIII-19”1ex.,同産地,6-VⅡ-1996;9exS岐阜県白水滝,26
-V1-1997ﾗ9cxS,長野県乗鞍,8－VIII-1”6．
Hp:“""sDe"”/αMatsumuraヒメヤシャブシ（Betulaceacカバノキ科）
A
Cr､Exam.:6cxs.,富山県馬場島,29-V1-1996う3exs,同産地,4－V11-1997;2exs.,有峰,2－VII-l996；30exs.,片貝川，18
－V11－1996．
Hp:/1/""ssjebo〃jα"αMatsumuraオオバヤシャブシ（BeIulaceacカバノキ科）
Cr､Exam.:2cxs.,富山県片貝川,18-V11-1996．
Hp:βe“αer"lα”Cham､ダケカンバ（Betulaccaeカバノキ科）
Cr,Exam;1cx翻富山県馬場島,29-V1-1996;112exs.,同産地,l-VIII-1”6；13cxs.,同産地,6－VIII-1996;3cxs.,芦||晩
寺.17-V-1997;lex.,立山弥陀ケ原湿原,23-VII-l997;2CxS,片貝川,l8-VII-1996;1ex.,岐阜県平湯峠6-VII-1996；2
exs.,白水滝,26-V1-1997;l6exs.,長野県乗鞍,8－VⅡ1-1996
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Hp:＊βe“α版axz版owicゴα"αRegelウダイカンバ（Betulaceaeカバノキ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr・Exam:2exs.,富山県馬場島,20-VIII-1996;7exs.,同産地,5－VII-1997
Hp:βe“αpIaりpﾉty"αSukatchevvar,ﾉ”o"jca（Miq.）Haraシラカンバ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr､Exam:lex,富山県有峰,2－V1-1996;6exs.,|岐阜県池ケ原湿原,23-V1-1997．
Hp:＊CaやZ""scor〔j“αB1.サヮシバ（Bctulaceacカバノキ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
CrExam.:l0cxs.,富山県伊折,28-V-1997．
Hp:＊Car､加脚sjax畑ora（Sieb・etZucc.）BLアカシデ（Bclulaceacカバノキ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr・Exam:4exs.,富山県片貝川,18－V11-1996．
Hp:CorV“sjebo”α"αBLツノハシバミ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr,Exam.:1ex.,富山県有峰,9－VIII-19”1ex.,馬場島,29-V1-1996;7exS,伊折,28-V-1997；lex,片貝川,18-VII‐
1996．
Hp:C“rα"eacre"“αSieb・etZucc､クリ（Fagaceaeブナ科）
Cr,Exam:2exs.,富山県大岩,20-V1-1996；4exs.,岐阜県杉原,23-V1-1997;4exs,池ケ原湿原,23-V1-1997．
Hp:Q“rc腿Sc"叩"jaBlミズナラ（Fagaccaeブナ科）
Cr,Exam:lex.,長野県霧ケ峰高原,24-VI-1997
Hp:*庇erocaﾊﾉαr加Z/b"αSieb・ctZuccサワグルミ（Juglandaceaeクルミ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam:175exs,富山県馬場島,12-VII-1996;23exs,同産地l-VIII-1996j15exs.,大岩,8-V1-1997;20exs.,同産
地,l3-VI-1997;9exs.,片貝川,l8-VII-1996う7exs.,同産地,17-V1-1997;4exs.,立山美女平,20-VII-1996ﾗ1ex.,岐阜県
白水滝,26-V1-1997
2．八poderⅨs（CO脚DsaDoaer"s）e〃Zﾉz′･og“rerVOllenhoven,1865ヒメクロオトシブミ
Hp:R加乱”e"〃o"ﾉﾋZpo"z“腕（A,Grav）Suringarレンケッッジ（Ericaceaeツツジ科）
Cr・Exam:2exs.,長野県霧ケ峰高原,3－VIII-1996;48exs.,同産地,24-V1-1997.
3.′ipo乱er"s（CO脚””oaer“）ge”"哩sSharp,1889セアカヒメオトシブミ
Hp:*犯"Ⅸsermα"〃Cham､ダケカンバ（Betulaceacカバノキ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam:7cxS.,富山県立山弥陀ケ原湿原,20-V11-1996．
Hp:*AI""s/2z""ejLev､elVanit､ミヤマカワラハンノキ（Betulaceaeカバノキ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam.:6exsっ岐阜県平湯峠8-VIII-1996.
Hp:“""s〃"s皿raTurcz・ケヤマハンノキ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr,Exam.:4cxs.,岐阜県平湯峠,14-VⅡ1-1995ﾗ15exs.,同産地,8－VIII-1996・
Hp:*抑”sﾉz"sⅨraTurcz､var.sめ"jca（Fischer）CKSchnヤマハンノキ（Betulaceaeカバノキ科）［Uehara＆Suzuki,準
備中］
Cr､Exam:4exS,岐阜県白水滝,26-VI-1997
Hp:4/"脚sﾉ”o"jca（Thunb）Steudハンノキ（Betulaceacカバノキ科）
Cr,Exam.:32exs.,富山県古沢,27-V-1997．
HP:*細""s"zaxI版owjcこ〃CaⅡミヤマハンノキ（Betulaceaeカバノキ科）［U6hara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam:3exS.,富山県立山弥陀ケ原湿原,23-V11-1997
Hp:*“""sDe"d"/αMatsumuraヒメヤシャブシ（Betulaceaeカバノキ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam:4exsっ富山県馬場島,12-VII-1996;3exs.,|司産地,l-VIII-1996;2exs.,同産地,6－VIII-1996；l1exs.,伊折，
28-V-1997;3exs,片貝川,18-VII-1996;lex.,同産地,17-V1-1997;1ex.,僧ケ岳,25-VII-1996ｳ1cx.,三田,6－V-1997;l
ex翻芦雌寺,17-V-1997うlcx.,牛岳,7－V1-1997．
Hp:＊Carp加哩SCO”“αBlサワシバ（Betulaceacカバノキ科）［U6hara＆Suzuki,準備中］（摂食のみ）
Ad､Exam:4exs,富山県片貝川,10－V-1997．
Hp:Caやj"“/tzx塊ora（Sieb・etZucc.）BLアカシデ（Betulaceacカバノキ科）
Cr・Exam:lex.,富山県三田,28-1V-1996;2cxs.,同産地,6－V-1996;3exs.,同産地,3－VH997;lex.,同産地,12-VI‐
1”7う1cxっ栗須,7－V-1996うscxs,芦雌寺,17-V-1997．
Hp:＊Caゅ加哩s菌c加"“賊Maximイヌシデ（Bctulaccacカバノキ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
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Cr､Exam:3exs.,富山県三田,6－V-1996うlex.,同産地,s-VI-1997;1cx.,古沢,23-V-1997；5exs.,同産地,27-V-1”7．
Hp:Caゅj"“sp､クマシデ属の一種（Betulaceaeカバノキ科）
Cr,Exam.:1cx.,富山県大岩,12-V-1996．
Hp:＊CO〃ﾉ"ssjebo〃Zα"αB1.ツノハシバミ（Betulaceaeカバノキ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr・Exam:lex.,富山県栃折峠,25-V-1996ﾗ1ex.,同産地,18-V-1997;2exs.,三田,6－V-1997;lex.,同産地,s-VI-1997；
2exs.,同産地,12-V1-1997．
Hp:S脚”αCO""oveγsa（Hemsl）Sojakミズキ（Comaceaeミズキ科）
CrExam:2cxs,富山県城山,14-V-1996;2exs,同産地,3－V-1997;3exs,古沢,27-V-1997う1ex.,三田,29-1V-1996；
1ex.,同産地,16-V-1996;lcx.,同産地,19-V1-1996；1ex.,栃折峠,27-V1-1996;1ex.,上仁歩,4－V-1997;2cxs.,馬場島，
12-VII-1996う2cxs,同産地,1－VIII-1996;1ex.,片貝川,10-V-1997う5exs.,岐阜県白水滝,26-V1-1997．
Hp:＊ααaoZ〃α版"“braaeα“s（Maxim.）Yamazakiミヤマホツツジ（Ericaceaeツツジ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
CrExam.:2exs.,富山県立山弥陀ケ原湿原,20-V11-1996う1exっ同産地,23-V11-1997．
Hp:＊〃"α"apa"Zc"I“a（Sieb,ctZucc.）BcnthetHookホツツジ（Ericaceaeツツジ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam:1cx.,富山県栃折峠13-V1-1996う1ex.,三田,5-V1-1997;5cxS,馬場島,6-VIⅡ-1996;2exs.,大岩,8-V1-
1997;Scxs.,片貝川,17-V1-1997;l4exs.,岐阜県大多和峠,27-V11-1996．
Hp:*Le"cor伽egmyα"αMaximハナヒリノキ（Ericaceaeツツジ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr・Exam.:6exs.,富山県古沢,27-V-1997．
Hp:*R"o‘o‘ie"〃o"”"α醜加Miq、ミツバツツジ（Ericaceaeツツジ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam:2exs.,富山県栃折峠,13-V1-1996．
Hp:R加aoae"dro〃ob奴s"腕（Lindl.）Planchonvar.“e"ZEた〃（Planchon）Wilsonヤマツツジ（Ericaceacツツジ科）
Cr､Exam.:1cx.,富山県三田,s-VI-1997;9cxS.,富山県大岩,8－V1-1997．
Hp:*R加doae"”o"se沈めαrba醜加Maximバイカツツジ（Ericaceaeツツジ科）［U6hara＆Suzuki,準備中］
Cr・Exam.:3exs.,富山県水無,13-V11-1996．
Hp:R加“〔je”ro〃sp､ツツジ属の一種（Ericaceacツツジ科）
Cr､Exam.:lcx.,富山県三田,6－V-1997;3cxs.,芦雌寺,17-V-1997．
Hp:ﾙfzcc”以加o〃んα加戊Miq・ナツハゼ（Ericaceaeツツジ科）
Cr・Exam.:2exs.,富山県三田,4－V-1996ﾗ3exs.,同産地,6－V-1996;1ex.,同産地,19-V-1996;9exs.,同産地,S-VI-
l997；1ex.,同産地,12-V1-1997;1cx.,栃折峠13-V-1996;8exs.,城山,19-V-1997；4exs.,古沢,27-V-1997.
Hp:Mzcc”以腕j”o"ic"腕Miq・アクシバ（Ericaceaeツツジ科）
Cr､Exam.:1ex.,富山県栃折峠13-V1-1996;2exs.,同産地,18-V-1997.
Hp:＊Ifzcc”叫加”“"?Thunb,var.”besce"s（Koidz.）Yamazakiウスノキ（Ericaceaeツツジ科)[U6hara＆Suzuki,準備
中］
CrExam.:1cx.,富山県水無,13-V11-1996．
Hp:Ifzcc加血沈sppスノキ属の一種（EriCaceaeツツジ科）
Cr,Exam.:l0exs.,富山県立山弥陀ケ原湿原,20-VII-1996;6exs.,同産地,23-VⅡ-1997；2exs.,同産地,18-VIⅡ-1997;1
ex.,三田,6－V-1997;1cx.,同産地,12-V-1997．
Hp:＊C“”"eacre"αraSieb､etZucc・クリ（Fagaceacブナ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam.:lex.,富山県三田,16-V-1996;lex.,同産地,24-V-1996．
Hp:＊QMercMsc"s､"jaBLミズナラ（Fagaccacブナ科）［U6hara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam:lcx.,富山県栗須,7－V-1996う2cxs.,芦1脚寺,17-V-1997．
Hp:＊Q"erc"sgl“caThunb､cxMurrayアラカシ（Fagaceaeブナ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr・Exam:7cxs.,富'11県芦'1晩寺,l7-V-1997;1ex.,三田,12-V1-1997．
Hp:Q"erc"sserra奴Thunb・exMurrayコナラ（Fa8accaeブナ科）
CrExam:5cxs.,富山県三田,4－V-1”6；2cxs.,同産地,6－V-1996；7exs.,同産地,6－V-1997;lex.,同産地,12-V‐
1997;3cxs.，同産地,4－VII-1997;2exs.,城山，l0-VII-1996;2exs.，古沢,23-V-1997;20cxs.，同産地,27-V-1997;6
cxs.,同産地,14-V1-1997;17exs.,同産地,l6-VI-1997;1ex.,同産地,1－VII-1997;2exs､ﾇ同産地,3－VII-1997う4exs.,稲
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村,13-V-1997;8exs.,芦雌寺,17-V-1997．
Hp:＊〃α腕α",e姑j”o"jcaSieb､etZucc・var､ob醜safaMatsumuraマルバマンサク（HamameⅡdaceaeマンサク科)[U6hara
＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam.:1ex.,富山県三田,6－V-1996ぅ2cxs.,栃折峠,13-V1-1996;3exs.,同産地,18-V-1997;2cxs.,有峰,2－VII‐
1996．
Hp:*Lem“e二acWrobo"yaMiq・マルバハギ（Lcgumlnosacマメ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
CrExam.:2exs.,富山県芦l勝寺,17-V-1997．
Hp:Rob”αpse皿oacacZaLハリエンジュ（ニセアカシア）（Fagaceaeブナ科）
Cr,Exam:28exs.,富山県城山,19-V-1997;5cxs,古沢,27-V-1997．
Hp:〃'jsreがαβo"b""da（Willd）DCフジ（Fagaceacブナ科）
Cr､Exam:2exs.,富山県城山,18-V-1996うlcx.,同産地,14-V1-1996;5exs.,同産地,9－V-1997ﾗ1ex.,芦雌寺,17-V‐
1997;2exs.,牛岳,7－V1-1997う1cx.,大岩,15-V1-1997．
Hp:＊H脚加"〃sj”哩恥L・var.corα脆"“（Miq.）カラハナソウ（Moraccaeクワ科）［U6hara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam.:1ex.,富山県片貝川,30-Vl-1996
Hp:*Ame"oro"刷施r"ze（Thunb）RobertvetVautierミズヒキ（Polygonaceaeタデ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr・Exam.:lex.,富山県三田,12-V-1997;1cx,同産地,12-V1-1997．
Hp:R印"o皿"zasac"""e"sjs（Fr・Schm）Nakaiオオイタドリ（Polygonaceacタデ科）
CrExam.:16exs.,富山県片貝川,18-VII-1996；9exs.,同産地,17-V1-1997；49exs.,馬場島,1－VIII-1996；36exs,同産
地,6－VIII-l996;3exs.,同産地,4－V11-1997;20exs.,同産地,S-VII-1997;2cxs.,伊折,13-V-1997；4exs.,同産地,28-V‐
1997；1ex､芦雌寺,17-V-1997;4exs.,立山美女平,23-VII-19”
Hp:,49r""o"jα”“αLedeb・var､ﾉ”。"jca（Miq）Nakaiキンミズヒキ（Rosaceaeバラ科）
Cr,Exam.:17cxs.,長野県霧ケ峰高原,24-V1-1997．
Hp:＊Ge"腕ﾉapo"jc"版Thunb,ダイコンソウ（Rosaceacバラ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam:4exs.,富山県稲村,13-V-1997．
Hp:＊Pr""蝿加c“ThunhexMurrayssp.〃"〃e"”（Koidz.）Kitamuraキンキマメザクラ（Rosaccaeバラ科）［U6hara＆
Suzuki,準備中］
Cr,Exam.:1ex.,富山県栃折峠13-V1-1996;lex.,同産地,27-V1-1996;1cx.,三田,12-V-1997;1ex.,岐阜県池ケ原湿
原,23-V1-1997．
Hp:*Pr"""sgrayα"αMaximウワミズザクラ（Rosaceaeバラ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］（摂食のみ）
Ad,Exam:1ex.,富山県三田,26-1V-1997．
Hp:PγⅨ""ssp,サクラ属の一種（Rosaceaeバラ科）
CrExam.:lex.,富山県三田,S-Vl-1997
Hp:Rosa"?“"畑oraThunb・ノイバラ（Rosaceaeバラ科）
Cr､Exam:4exs.,富山県城山,20-V-1996；l4exs,同産地,7－V-1997；2exS,同産地,9－V-1997；37exs.,同産地,19-V‐
1997う6cxs,古沢,l4-VI-1997;6exs.,牛岳,7－V1-1997;2cxs.,三田，12-V1-1997;20cxs,大岩，15-V1-1997う1cx‘,長
野県霧ケ峰高原,24-V1-1997．
Hp:*R“α版"”oraThunb､バラ栽培品種（Rosaceacバラ科）［U6hara＆Suzuki,準備中］
Cr・Exam.:3exs,富山県伊折,13-V-1997．
Hp:*R"b"scr"αegりb""sBungeクマイチゴ（Rosaceaeバラ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
CrExam.:3exs.,富山県片貝川,13-V1-1996;2exs.,馬場島,12-VⅡ-1996;Scxs.,同産地,1－VIII-1996;1exs.,同産地，
6-VIII-1996;2exs.,同産地,4－VII-1997;3exs.,同産地,3－VII-1997;lex.,牛岳,7－V1-1997;1cx.,岐阜県白水滝,26-V1-
1997．
Hp:＊R”“/zαえo"e"”Franch・etSavaLミヤマフユイチゴ（Rosaceaeバラ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr・Exam:4exs.,富山県古沢,23-V-1997;1ex.,同産地,3－VⅡ-1997．
Hp:＊RⅨb哩sえCe""eα"ⅨsFockeミヤマニガチゴ（Rosaccacバラ科）［U6hara＆Suzuki,準備中］
Cr・Exam.:1ex,長野県霧ケ峰高原,24－V1-1997.
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Hp:R以如Spa/加邸MsThunb・var､cQprOpﾉZy"“A・Gravモミジイチゴ（Rosaceacバラ科）
Cr､Exam.:1ex.,富山県三田,4-V-1996;2exs.,同産地6-V-1996;sexs,同産地,6-V-1997;10exsっ同産地12-V-
1997う5cxs，同産地,5－V1-1997;3exs.,同産地,l2-VI-1997;1ex.,栃折峠,13-V1-1996;1ex.，同産地,27-V1-1996う3
cxs.,同産地,18-V-1997；3exs,大玉毛,4－V-1997うlex.，上仁歩,4－V-1997；2exs.,大岩,12-V-1996ﾗ1ex.,同産地,8－V1
-1997;8cxs.,稲村,13-V-1997;1cx.,古沢,23-V-1997；lCx.,同産地,27-V-1997;4cxs.,同産地,22-V1-1997；2exs.,牛
岳,7－V1-1”7．
Hp:＊RⅨbⅨsl'er""sFockeベニバナイチゴ（Rosaceaeバラ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
CrExam:l7exs.,富山県立山弥陀ケ原湿原,20-V11-1996．
Hp:R以加ssp､キイチゴ属の一種（Rosaccaeバラ科）
Cr,Exam.:12exs.,富山県城山,19-V-1997．
Hp:Sα"g“orbaq＃rc加α"sLワレモコウ（Rosaccacバラ科）
Cr､Exam:14exs.,富山県水無,13-V11-1”6う32exs.,立山弥陀ケ原湿原,20-VII-1996う92cxs.,同産地,23-V11-1997；6
exs.,同産地,l8-VIII-1997ﾗ20exs.,長野県霧ケ峰高原,24-V1-1997．
Hp:Sajなspp,ヤナギ属の一種（Salicaceacヤナギ科）
CrExam:1exっ富山県三田,6－V-1996;lex,同産地,14-V-1996;1ex匂同産地,6-V-1997ﾗ9cxs,同産地12-V-1”7；
35exs.,同産地,S-VI-1997；17exs噌同産地,l2-VI-1997;3exs,同産地,4－V11-1997;2cxs.,大岩,12-V-1996；7cxs,同
産地,8-V1-1997ﾗ9cxs.,馬場島’12-VⅡ-1996;10exs.,同産地,1-VⅡ1-1996;14cxs.,同産地5-VII-1997；26cxs.,伊折,
13-V-1997ﾗ41exs.,同産地,28-V-1997;lex.,同産地,l5-IX-1997;18exs.,水無,13-VII-1996ﾗ4cxs.,片貝川,l8-VII‐
1996；8exs.,芦雌寺,17-V-1997;Sexs.,牛岳,7－V1-1997;2exs.,立山弥陀ケ原湿原,23-VII-1997;lcx,岐阜県平場峠,6‐
VⅡ-1996う6exs.,大多和峠27-VII-1996；4cxs.,中沢上,23-V1-1997;37exs.,白水滝,26-V1-1997
Hp:*4mIb郎加"berg〃（Sieb・etZucc.）Miq、var・CO"g“raH・Boiss・トリアシショウマ（Saxifragaccacユキノシタ科）
[Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr・Exam:1cx.,富山県三田,19-V-1996;1ex.,同産地,6－V-1997；1ex,馬場島,l2-VII-1996;4exs,同産地,l-VIII‐
1996；lex.,片貝川,18-VII-1996;2exS,栃折峠,18-V-1997．
Hp:*E叫びαﾉ”o"caThunb､ヒサカキ（Theaceaeツバキ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam:l4exs.,富山県古沢,23-V-1997;3cxs.,同産地,27-V-1997;1ex.,|司産地,l7-VI-1997；lex.,同産地,22-V1-
1997;2exs.,大岩,8－V1-1997;3cxs.,三田,12-V1-1997．
Hp:*ZeﾉﾙCl'αserr“a（Thunb.）Makinoケヤキ（Ulmaceaeニレ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
CrExam:Sexs.,富山県三田,12-V-1997；1ex.,古沢,27-V-1997
4．“o此rⅨs(Lepr”o昨r“）bα"“奴SRoelofs,1874ウスモンオトシブミ
Hp:Smcカル“praecoxSieb・etZucc・キブシ（Stachyuraceaeキブシ科）
Cr､Exam.:lex.,富山県上仁歩,25-V-1996;2exs.,栃折峠,l3-VI-1996;3exs.,三田,5－V1-1996；1ex.,同産地,4－VII‐
1996;1ex.,同産地,9－VII-1996;5exs.,同産地,12-V-1997;3cxs,同産地,5－V1-1997;16exs.,|司産地,12-V1-1997;4
exs.,同産地,l3-VI-1997;34exs.,大岩,20-V1-1996;47cxs.,同産地,8－V1-1997ﾗ62exs.,同産地,15-V1-1997ﾗ3exs.,馬
場島,29-V1-1996;9cxs.,同産地,12-VII-1996う31exs.,同産地,6－VIII-1996;lex.,同産地,4－VII-1997;1ex.,同産地,5
－VII-1997;4exs.,伊折,28-V-1”7；1cx,同産地,15-IX-1997；3cxs.,片貝川，l8-VII-1996;1ex.,20-IX-1997;6exs.，
僧ケ岳,25-VII-1996;36cxs.,牛岳,7－V1-1997；3exs.,岐阜県杉原,23-V1-1997;Sexs.,中沢上,23-V1-1997;4exs.,白水
滝,26-V1-1”7．
Hp:E“c〃/zなﾉ”o"/Ca（Thunb.）Kanitzゴンズイ（Staphylcaceaeミツバウツギ科）
Cr,Exam:3exs.,富山県三田,5－V1-1997.
5．Apo火r呪s（Lepmp”e“)praece"e"sSharp,1889ムツモンオトシブミ
Hp:伽ZergIe"iFr､Schmvar上o"“ど"sisKitam,ゴマナ（Compositacキク科）
Cr､Exam:lex.,富山県僧ケ.岳,12-VIII-1995；2exs.,同産地,25-VⅡ-1996;2cxs.,栃折峠,13-V1-1996；1ex.,馬場島，
l2-VII-1996ｹ20exs.，長野県乗鞍,14-VⅡ1-1”5;1ex.,岐阜県平湯峠,14-VIII-1995;lcx.,同産地,6－VII-1996；26exs.，
同産地8－VIII-1996;1cx.,大多和峠,27-VII-1997;5exs.,長野県霧ケ峰高原,3-VIⅡ-1996.
Hp:Cacα"α“e"owIo〃es（Franch・etSavaL）Matsumカニコウモリ（Compositaeキク科）
?
本州中部地方に生息するオトシブミ類（鞘迩目，オトシブミ科）の寄主植物
Cr,Exam:1cx.,富山県立山美女平,20-V11-1”6．
Hp:Cacα"αﾉzasZ“αLssp.｡"e"rα/ZsKitam・ヨブスマソウ（Compositaeキク科）
CrExam:6exs.,富山県水無,l3-Vll-l996・
Hp:＊Cacα"αﾉz“I"αLssp.o"e"rα"sKitam,var.rα脚osa（Maxim）Kitam・オオバコウモリ（Compositaeキク科)[U6hara
＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam:2exs.,長野県乗鞍,8－V111-1996．
Hp:＊C"s奴加加“s以加”αeNakaiハクサンアザミ（Compositaeキク科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam.:13exs.,富山県水無,13-VII-1996;2exs.,僧ケ岳,25-VII-1996;1ex.,岐阜県杉原,23-V1-1997う2exs.,白水
滝,26-V1-1997．
Hp:*so“αgo1，"g“reaLssp“j”caKitam,アキノキリンソウ（Compositacキク科）［U6hara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam:1cx.,富山県馬場島,1－VIII-1996;2cxs.,岐阜県平湯峠,8－VIII-1996．
Hp:＊C""OpodZ哩"1sp・トウバナ属の一種（Labiataeシソ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr・Exam:1ex.,富山県馬場島,12-VⅡ-1996．
I-lp:＊Ra”“iα〃jc"cama（Maxim.）Haraクロバナヒキオコシ（Labiataeシソ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam.:10exs.,富山県栃折峠,13-V1-1996；3exs.,同産地,18-V-1997；lex.,片貝川,18-V11-1996；4exs僧ケ岳,12
－VIII-19”1ex.,同産地,25-V1-1996ﾗ4exs.,馬場島,12-VII-l996；6exs.,同産地,6-VIII-1996ﾗ2exs.,同産地5-V11-
1997;1ex.,伊折,13-V-1997ﾗ2exs.,同産地,28-V-1997;l1exs.,岐阜県杉原,23-V1-1997．
Hp:RabaosZα“"zbr“a（Maxim.）Haravar､Ie"cα郡ha（Murai）Haraカメバヒキオコシ（Labiataeシソ科）
Cr・Exam:lex.,富山県馬場島,12-Vll-1996
Hp:Sαﾑ'jagjα〃“Ce"sMakinoアキギリ（Labiataeシソ科）
Cr､Exam:2exs.,富山県馬場島,12-VII-1996;1ex.,伊折,13-V-1997;17exs.,大岩,8－V1-1997うl4exs.,同産地,13-V1
-1997;scxs.,水無,13-V11-1996;lex.,僧ケ岳,25-V11-1996
6．幼oaer噛（Z,e”Zpoaer班）r”Z血sMotschulsky,1860ウスアカオトシブミ
Hp:*AceγCaやj"脆"風mSieb､etZucc・チドリノキ（Aceraceaeカエデ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam.:2exs・僻，富山県大岩,8－V1-1997．
I-Ip:*AC""域asp､マタタビ属の一種（Actinidiaceaeマタタビ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam:1ex.,富山県馬場島,6－VIII-1996・
Hp:ACα"[んQpα"αx“j“Qpﾉiy"o極錨Franch・etSavat・コシアブラ（Araliaceaeウコギ科）
Cr､Exam:2exs識,岐阜県大多和峠,27-VII-1996;1ex鐸.,富山県大岩,8－V1-1997．
Hp:*』ﾉ"Mssp､ハンノキ属の一種（Betulaceaeカバノキ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam.:1ex・祥，富山県馬場島,l2-Vll-1996・
HP:＊I肋"r"哩加“"α郎加Thunb,exMurrayガマズミ（Caprifoliaccaeスイカズラ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam:1ex.,富山県大岩,8－V1-1997．
Hp:＊I'わ"r"陛加血rc“以加Bl､cxMaxim,オオカメノキ（Caprifoliaccacスイカズラ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam.:1ex.,岐阜県平湯峠,8－VIII-1996;2exs.,富山県僧ケ岳,25-V11-1996．
Hp:IﾉIbⅨr""腕p"c“以加ThunbfgIabr嘩加（Koidz・cxNakai）ケナシヤブデマリ（Caprifoliaceaeスイカズラ科）
Cr・Exam.:lex.,富山県三田,16-V-1996;3exs.,同産地,12-V-1997;1ex.,大玉毛,4－V-1997;1ex.,稲村,13-V-1997;1
ex.,大岩,8－V1-1997う2exs.,同産地,15-V1-1997；
Hp:＊I妨〃伽加sjebo/”Miq､ゴマギ（Caprifoliaceaeスイカズラ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam:2exs.,富山県大岩,8－V1-1”7
Hp:＊脈b"『"哩加w"g〃〃Miq・ミヤマガマズミ（Caprifoliaccaeスイカズラ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
CroExam:2exs,富山県栃折峠,18-V-1997．
Hp:＊唯jgeIa風ecora（Nakai）Nakaiニシキウツギ（Caprifoliaccaeスイカズラ科）［U6hara＆Suzuki,準備中］
CrExam:12exs.,長野県霧ケ峰高原,24-V1-1997．
Hp:ﾘﾘｾ咽ejα〃o"e"”（SichctZucc.）KKochタニウツギ（Caprifoliaceaeスイカズラ科）
Cr､Exam.:1ex,富山県栗須,7－V-1996;1cx.,大岩,12-V-1996；1ex.,同産地,20-V1-1996；4exs,同産地,8－V1-1997ラ
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8exs.,同産地,15-V1-1997；2exs.,馬場島,29-V1-1996うl9exs.,同産地,12-VII-1997;19cxs.，同産地,6－V111-1”6；8
cxs.,同産地,S-VII-1997;1ex.,伊折,13-V-1997；9exs.,同産地,28-V-1997;2exs.,稲村,13-V-1997;6exs.,芦雌寺,17
－V-1997;1ex.,水無,13-VII-1996;4exs.,片貝川,18-VII-1996；7cxs.,同産地,10-V-1997；3exs.,同産地,17-V1-1997ﾗ6
cxs.,僧ケ岳,25-VII-1996;1ex.,立山美女平,20-VII-1996;1ex.,三田,12-V-1997;lex.,同産地,S-VI-1997;1ex.,富山
県栃折峠,18-V-1997；1ex.,岐阜県大多和llIf,27-VII-1996；1ex.,平湯峠,8－VIⅡ-1996；4cxs.,長野県霧ケ峰高原,3－VⅡI‐
1996
H､:＊CeI“""sorbjc"/α“Thunb､ツルウメモドキ（Celastraceaeニシキギ科）［U6hara＆Suzuki,準備中］
ユ
Cr､Exam:1ex.,長野県霧ケ峰高原,24-V1-1997．
Hp:＊EⅨO"y加以ssjebo城α"“Blマユミ（Celastraceacニシキギ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam.:1ex.,長野県霧ケ峰高原,24-V1-1997．
I-Ip:αe”αbarvmerWsSieb,etZucc・リヨウブ（Clcthraccaeリヨウブ科）
Cr,Exam:lex.,富山県馬場島,29-V1-1996う2exs.,片貝川,l7-VI-1997；1ex.,岐阜県大多和峠,27-VII-1996う3exs.,長
野県霧ケ峰高原,24-V1-1997；
Hp:Swzaco""owe『”（Hemsl.）Sojakミズキ（Comaceaeミズキ科）
Cr,Exam.:2exs.,富山県馬場島,12-VII-1996；1ex.,同産地,1－VIII-1996;lex.,片貝川,18-V11-1996;2cxs.,同産地
17-VH997;1ex,立山美女平,20-VII-1996
Hp:＊Me"zj“jac"jca〃x（Miq.）Maxim・ツリガネツツジ（Ericaceacツツジ科）［U6hara＆Suzuki,準備中］
CrExam.:1ex.,岐阜県大多和峠,27-V11-1996．
Hp:*Rﾉz”ode"のo〃sp,ツツジ属の一種（Ericaceaeツツジ科）［U6hara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam.:1ex.,富山県馬場島,6－VIII-1996・
Hp:＊賊cc”哩加ﾉ”o"jc"mMiq､アクシバ（Ericaccaeツツジ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr・Exam.:2cxs.,富山県水無13-VII-1996；2exs.,富山県片貝川,17-V1-1997.
Hp:＊ﾙhcc加加加o〃ﾉiα"1瓦Miq･ナツハゼ（Ericaceaeツツジ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam:lexっ富山県大岩,12-V-1996．
Hp:＊随cc加j"碗ovaj加"""zJ.E,Smithクロウスゴ（Ericaceaeツツジ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam:1ex岸,富山県水無,13-V11-1996．
Hp:*E”re/eapo〃α"〃αSieb､etZucc､フサザクラ（Eupteleaceaeフサザクラ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam.:2cxs.,富山県大岩,8－V1-1997う5exs.,同産地,15-V1-1997;2exs.,馬場島,4－VII-1997；2cxs.,片貝川,l7－
VI－l997、
Hp:＊Fag邸scre"αraBl､ブナ（Fagaceaeブナ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam.:1ex､鐸,富山県水無,13-VII-1996う3exs.,岐阜県大多和|峠,27-V11-1996.
H､:*Aえebjα〃j/b""a（Thunb.）Koidz・ミツバアケビ（Lardizabalaceaeアケビ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
人
Cr・Exam.:1ex.,富山県三田,6－V-1997．
Hp:L航aerapﾉ･“COX（Sicb・ctZucc.）B1.アブラチヤン（Lauraceaeクスノキ科）
Cr､Exam:1cx.,富山県三田,12-V1-1997．
Hp:*L腕‘eraobf"s"obaBlダンコウバイ（Lauraccaeクスノキ科）［U6hara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam.:3exs.,長野県霧ケ峰高原,24-VI-1997
Hp:*〃”era脚加be"αZaThunb,var胴e腕brα"acea（Maxim）Momiyamaオオバクロモジ（Lauraceaeクスノキ科)[Uehar墨
＆Suzuki,準備中］
CrExam:1cx.,富山県栃折峠,27-V1-1996;1ex,鯵,馬場島,12-VII-1996;1ex.,伊折,28-V-1997;1ex.,立山美女平－
2()-V11-1996うlex.,芦雌寺,17-V-1997；lex､鐸,水無,13-VII-1996;2cxs.,片貝川,l7-VI-1997;2exs.,岐阜県大多和峠
27－V11－1996．
Hp:＊Wjsre"αβorめ""da（Will｡.）DCフジ（Legummosacマメ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
CrExam:1cx.,富山県三田,12-V1-1997．
Hp:＊Mag"o"asα"c脆"a（SiebetZucc.）Maxim､タムシバ（Magnoliaceaeモクレン科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam:1Cx.､富山県栃折峠,26-V1-1996.
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Hp:＊Fr“j"“seﾉ．r“a（Nakai）Murataアオダモ（Oleaceaeモクセイ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam.:lex.,富山県馬場島,l-VIII-1996;2es.,長野県霧ケ峰高原,24-V1-1997．
Hp:＊Cﾉzα脚αe"erZo"α"gusr加"豚加（L）Scop､ヤナギラン（Onagraceaeアカバナ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam.:1ex.,長野県霧ケ峰高原,24-VI-1997
Hp:*R句"oⅨ"jaj”o"ZcaHoutt・イタドリ（Polygonaceaeタデ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
CrExam:1ex.,岐阜県平湯峠,6－VII-1996ﾗ2exs.,富山県立山美女平,20-VII-1996;3cxs.,長野県霧ケ峰高原,24-VI‐
1997．
Hp:ArⅨ"c"s成oj“s（Walt.）Fem・var.[e"以施j“（Nakai）Haraヤマブキショウマ（Rosaceaeバラ科）［Uehara＆Suzuki，
準備中］
Cr､Exam.:lex.,富山県僧ケ岳,12-Vlll-1995;1cx.,馬場島,5－V11-1997．
Hp:Pγ哩"鰹sgmyα"αMaxim・ウワミズザクラ（Rosaceaeバラ科）
Cr､Exam:1cx.,富山県大岩,12-V-1996；1cx,同産地,20-V1-1996；lex.,同産地,8－V1-1997う2exs.,馬場島,12-VⅡ‐
1996；lex.,同産地,1－VIII-1996ﾗ6exS,伊折,28-V-1997ﾗ1cx,有峰,2－VII-1996;7exs.,水無,13-VII-1996；1ex.,立
山美女平,20-VII-1996ﾗ1ex.,三田,l2-VI-1997ｳ4exs.,片貝川,l7-VI-1997；1ex.,岐阜県大多和峠,27-VII-1996う2exs.，
平湯峠,8－VIII-1996；1ex.,池ケ原湿原,23－V1-1997;1ex.,白水滝,26-V1-1997．
Hp:PrⅨ"皿sspサクラ属の一種（Rosaceaeバラ科）
Cr､Exam.:1Cx.,富山県栃折峠,13-V1-1996,
Hp:R哩加Spa伽α鯉sThunb,var・cQpZOpﾉiy"“A､Grayモミジイチゴ（Rosaceaeバラ科）
CrExam.:1ex.,富山県稲村,13-V-1997;lex.,大岩,15-V1-1997．
Hp:*Sor"scom腕ZxmHedl・ナナカマド（Rosaceacバラ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr・Exam:1cx,富山県馬場島,12-VII-1996う1ex.,芦雌寺,17-V-1997．
Hp:*SaIなspp､ヤナギ属（Salicaccacヤナギ科）［U6hara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam.:3exs.,富山県馬場島,12-V11-1996;2cxs,同産地,4－VII-1997;3exs.，片貝川,l8-VII-1996;2exs.,岐阜県
大多和峠,27-VII-1996うlex.,平湯峠,8－VⅡ1-1996;1ex.,白水滝,26-V1-1997．
Hp:＊As"Ibef”"be沼〃（Sieb・etZucc.）Miq､var.r伽"be7g〃アカショウマ（Saxifragaceaeユキノシタ科）［Uehara＆
Suzuki,準備中］
Cr,Exam.:3exs.，富山県片貝川,10-V-1997;3exs.，伊折,28-V-1997;lcx.，馬場島,s-VII-1997・
Hp:A”Iber""be増〃（Sieb・etZucc.）Miq､var,CO"g“αHBoiss･トリアシショウマ（Saxifragaccaeユキノシタ科）
Cr,Exam.:35exs.，富山県馬場島,12-VII-1996ﾗl5exs.,同産地,6－VIII-1996;6exs.，伊折,13-V-1997；4exs.,同産
地,28-V-1997；4exs.,稲村,13-V-1997;2exs，水無,13-VII-1996；2exs.，片貝川，18-VII-1996；2exs.，僧ケ岳,23‐
VII-1996;1ex.,栃折峠18-V-1997；1ex.,岐阜県池ケ原湿原,23-V1-1997.
Hp:*D印画αgrac"なSieb・etZucc・ヒメウツギ（Saxifragaceaeユキノシタ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］（摂食のみ）
Ad,Exam:1cx.,富山県三田,27-1V-1997．
I-Ip:*Hy〃α"geapα"jcuj"αSieb･etZucc､ノリウツギ（Saxifragaceaeユキノシタ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam:1ex.,富山県水無,l3-VII-1996;3exs.,片貝川,l8-VII-1996;2exs.,立・山美女平,20－VII-1996ﾗ1ex.,同産
地,23-VII-1997；1ex,芦雌寺,17-V-199734exs.,馬場島,6－VIII-1996;2exs.,三田,12-V1-1997;1ex.,岐阜県大多和峠，
27-VII-1996;lex.,平湯峠,8－VIII-1996う6exs.,長野県霧ケ峰高原,3－VIII-1996;11exs.,同産地,24-V1-1997．
Hp:*Hy少α"geape"ojarなSieb,etZucc,ツルアジサイ（Saxifragaceaeユキノシタ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
CrExam:lex.,岐阜県平湯峠,6－VII-1996う2cxs,富山県馬場島,l-VIII-1996ﾗlcx.，大岩,8－V1-1997ﾗ7exs.,片貝
川，17－V1-1997
Hp:＊Hy〃α"geα“rr“a（ThunbexMurray）ヤマアジサイ（Saxifragaceaeユキノシタ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
CrExam:lex.,富山県馬場島,1－VIII-1996ﾗ2exs.,伊折,28-V-1997うlex.,立山美女平,23-V11-1997．
Hp:Hy”α"geaspp､アジサイ属数種（Saxifragaceaeユキノシタ科）
Cr,Exam.:1cx.，富山県三田,16-V-1996;lex,大岩,20-V1-1996;lcx.，片貝川,10-V-1997．
Hp:＊RoagersjaDoaoD脚"αA、Gray,ヤグルマソウ（Saxifragaccaeユキノシタ科）［U6hara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam.:1ex.,富山県馬場島,12-VII-1996；lcx.,同産地,1－VⅡ1-1996.
9；
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Hp:雁ro"jc“〃"腕s肋"j“腕（L）Pennellssp・ﾉ〃o"z“腕（Nakai）Yamazakiクガイソウ
(Scrophulariaceaeゴマノハグサ科）
Cr・Exam.:2exs.,岐阜県大多和峠,9－VIII-1995う1ex.,同産地,27-V11-1996；3exs.,平湯峠,8－VIII-1996jlex.,富山県
馬場島,6－Vlll-1996;lex.,長野県霧ケ峰高原,3－V111-1996．
Hp:＊Sy加〆oc“c〃"e"”（Lour.）Drucevar､je風cocama（Nakai）Ohwif.”“a（Nakai）Ohwiサワフタギ（Symplocaccae
ハイノキ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr・Exam.:3exs.,富山県立山美女平,20-VII-1996;6exS,長野県霧ケ峰高原,3－VIII-1996；1ex.,同産地,24-V1-1997うl
ex.,岐阜県池ケ原湿原,23-V1-1997．
Hp:Ze股Cl'αserr"a（Thunb.）Makinoケヤキ（Ulmaceacニレ科）
Cr､Exam.:4exs.，富山県栃折峠,18-V-1997;16x､，大岩,8－V1-1997；1ex.,同産地,15-V1-1997．
Hp:*A脚pe/Qp”bγel’やe血"c邸I“a（Maxim.）Trautv・var.〃ererOp〃y"a（Thunb.）Haraノブドウ(Vitaceaeブドウ科)[UChara
＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam:lex.，富山県大岩,15-V1-1997.
ii､TribeHoplapoderiniマダラオトシブミ族
7．ParOpj”ode'us(ﾉ4go版α“'α"Ⅸsﾉpar‘jα雌（Vollenhoven,1865）ゴマダラオトシブミ
Hp:*/1/"蝿加αxl脚owjcz〃Callミヤマハンノキ（Bctulaccaeカバノキ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam.:1Cxっ富山県立山弥陀ケ原湿原,20-VⅡ-1996;1ex.,同産地,23-V11-1997．
Hp:C“rα"eacre"“αSieb､etZucc,クリ（Fagaceaeブナ科）
Cr､Exam.:27cxs.，富山県三田,8－V1-1995;5cxs.,同産地,10-V1-1995;7exs.,同産地,S-VI-1997；1cx.,同産地,4－
VIH997;1ex.,同産地,4－V11-1997う31exS，栃折峠,9－V1-1995．
Hp:Fag“cre"“αBlブナ（Fagaceaeブナ科）
Cr,Exam.:1cx.，富山県栃折峠,25-V-1996;77exs.,水無,13-VII-1996う11cxs.,岐阜県白水滝,26-V1-1”7．
Hp:Q"e『c“c"噸以IaBl・ミズナラ（Fagaceaeブナ科）
Cr,Exam.:20exs.,富山県利賀村,9－V1-1995;1ex.,栃折峠,25-V-1996;12exs.,馬場島,l2-VI-1995;lcx.,同産地,29‐
VI-1”6う2exs.,稲村,13-V-1997;10exs.,伊折,28-V-1997う7exs.,芦I勝寺，17-V-1997;6exs.,岐阜県大多和峠,27-VII‐
1996;2exs.,長野県霧ケ峰高原,24-V1-1997．
Hp:Q邸eﾉ℃”“〃αraThunb､exMurravコナラ（Faga“aeブナ科）
Cr､Exam.:9exs.,富山県芦雌寺,17-V-1997
8．RzrQpI”oaer"s（”『QpI”oaerⅨs）vα"vojxe腕』（RoelofS,1875）ヒメゴマダラオトシブミ
Hp:U加鮎Iac”αZa（Trautv.）Mayrオヒョウ（Ulmaceacニレ科）
Cr・Exam.:20exs.,長野県乗鞍,8－VIII-1996;19exs.,岐阜県白水滝,26-V1-1997．
Hp:Ze股Cl'αserrara（Thunb.）Makinoケヤキ（Ulmaceaeニレ科）
Cr・Exam.:3cxs.,富山県上仁歩,25-V-1996;1ex.,栃折峠,25-V-1996；3exs.,同産地,18-V-1997;1ex.,三田,6－V-
1”7う2cxS.,同産地,12-V-1997；10cxs,岐阜県小白川,26-V1-1997.
9．P〃y脚“”o火“pα,,ど"sVoss,1926ヒメコブオトシブミ
Ep:*Ze』たo''αserr“a（Thunb.）Makinoケヤキ（Ulmaceacニレ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］（摂食のみ）
Ad・Exam:3cxs.,富山県三田,6－V1-1997う3cxs.,富山県栃折峠,18-V-1997．
Hp:βCe〃腕e"α〃やo"o"んeaKoidz､カラムシ（Urticaccacイラクサ科）
CrExam:4exs,富山県上笹原,7－VII-1995；9exS,同産地,13-VⅡ-1995;14exs.,同産地,15-V11-19”22exs.,三田，
18-VII-1995;7cxs.,同産地,29-VⅡ-1995ﾗ2exs.,同産地,5－V1-1997;2cxs.,同産地,l2-VI-1997;lcx.,3－X-1”7;16
cxs.,中根,15-VII-l995;22cxs,大岩,8-V1-1997う18exs.,同産地15-V1-1997;3exs.,岐阜県杉原,23-V1-1997.
Hp:Boeん"1e"α〃jc"spjs（Hancc）Makinoアカソ（Urticaccacイラクサ科）
Cr・Exam.:2exsっ富山県中根,l5-VII-1995;2cxs,三田，18-VII-1995;46exs.,同産地,25-V11-1995う12exs.,29-VII-
l9”lcx,l2-V-l997ﾗlcx.,12-V1-1997;36cxs.,21-IX-1997；9cxs.,3－X-l997;1ex.,桐谷､11-IX-19”l3exs.,同産
地,3－X-1”7；5cxs.,片貝川，l8-VII-1”6;l0cxs.,同産地,20-IX-1”7う9exs.,馬場島,12－VII-1996;1ex.,同産地,1‐
?
本州中部地方に生息するオトシブミ類（鞘迩目オトシブミ科）の寄主植物
VⅡ1-1996;5exs.,同産地,6－VIII-1996;6exs.,同産地,5－VII-1997；2exs.,稲村,13-V-1997；lex.,伊折,28-V-1997;2
cxsっsamelocalityJ5-IX-1997;12exs.,大岩,8－V1-1997;7exs,同産地,15-V1-1997.
iiiTribeTrachclophormiクビナガオトシブミ族
10．CVC"o"αc〃e/“roeIq/誠（Harold,1877）エゴツルクビオトシブミ
Hp:Slyraxﾉ”o"jcaSieb・CtZucc､エゴノキ（StyracaceaCエゴノキ科）
Cr・Exam:10cxs.,富山県三田,10-V1-1995;18exs.,|司産地,19-V1-1995;7exs.,同産地,4－VII-1995；1ex.,同産地,4－
V-1”6ぅ1ex.,同産地,6－V1-1”6;7exs,同産地,28-V-1997;l0exs.,同産地,5－V1-1997;23exs.,同産地,12-V1-1997ﾗ73
exs.,同産地,l3-VI-1997う163exs.,同産地,14-V1-1997；28exs.,同産地,4－VII-1997うSexs.,鋲ケ岳,30-V1-1995；1ex.，
城山,6－VIⅡ-1995ﾗ33exs.,同産地,22-V-1996;21exs.,同産地,11-V1-1997;18cxs.,古沢,27-V-1997;l51exs.,同産地，
16-V1-1997ﾗ48exs.，同産地,22-V1-1997;5exs.，同産地,3－VII-1997;lex.,7－VⅡ1-1997；l1exs.,牛岳,7－V1-1997;9
exs.,大岩,8－V1-1997ﾗ4exs.,同産地,15-V1-1997．
Hp:SIWaxobα”iaSieb､ctZucc・ハクウンボク（Styracaceaeエゴノキ科）
CrExam:7exs.,富山県片貝川,l5-VI-1995;23exS,古沢,27-V-1997ﾗ2exs,大岩,8－V1-1997う12exs.，岐阜県大多和
峠,27-V11-1996
11．Hzrace""ocory""s〃暇rjco"な（Roclofs,1874）アカクビナガオトシブミ
Hp:Maj"ssppリンゴ類（Rosaceaeバラ科）
Cr・Exam.:2exs.,富山県城山,20-V1-1996;1ex.,二上山,29-1V-1997．
Hp:*Pr脚""spe”MIaMaxim.f､“Ce”e"s（Makino）Ohwiエドヒガンザクラ（Rosaceaeバラ科)[U6hara＆Suzuki,準備
中］
CrExam.:1ex.,富山県城山,2－V-1996；3exs.,同産地,3－V-1996;1ex.,7－V-1996う3exs.,14-V-1”6；2exs.,18-V‐
1996う3exs.，l4－VI－1996う4exS，19－V－1997．
Hp:Pr"ﾉz"sspサクラ属の一種（Rosaccacバラ科）
Cr,Exam.:5exs.,富山県城山,9－V-1997．
Hp:Pb"r”αeavj"“a（Thunb.）Decne､var,IaeWs(Thunb.）Stapfウシコロシ（Rosaceaeバラ科）
Cr,Exam.:6exs.,富山県古沢,23-V-1997.
12．Pα『α"αc九e/CD〃o“んん“（Roelofs,1874）キイロヒゲナガオトシブミ
Hp:aer〃αban'腕en'なSieb､etZucc・リヨウブ（Clethraceaeリヨウブ科）
Cr,Exam.:lex,富山県栃折峠,13-V1-1996;1ex.,同産地,27
-V1-1996;3exs.,同産地,18-V-1997ﾗ3exs.#,馬場島,6－VIII-1996;lex.,芦|l牌寺,17-V-1997;15exs.,片貝川，17-VI‐
1”7う1exっ岐阜県大多和峠,27-VII-1996;2exs.,白水滝,26-V1-1997
Hp:*E"reIeaDo/vα”raSieb､ctZucc・フサザクラ（Eupteleaceaeフサザクラ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
CrExam:lex.,富山県大岩,8－V1-1997；1ex.,同産地,15-V1-1997．
Hp:L加火『αM"1be"αraThunb,var・me腕bra"αc“（Maxim.）Momiyamaオオバクロモジ（Lauraceaeクスノキ科）
Cr､Exam:17exs.,富山県立山美女平,20-V11-1996．
I-Ip:*Mag"o"asα"c加"a（Sicb,etZucc.）Maximタムシバ（Magnoliaceaeモクレン科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr・Exam:1exっ富山県栃折峠,27-V1-1996;2exs.,芦I晩寺,17-V-1997ﾗlex.,岐阜県大多和峠,27-VII-1996
Hp:Sy"zp/ocosc〃"e"”（Lour）Drucevar・Je脚COCαやa（Nakai）Ohwif.p"“a（Nakai）Ohwiサワフタギ（Symplocaceae
ﾉ、イノキ科）
0〃，11／
Cr,Exam.:2cxs.,岐阜県大多和峠,27-VII-1996;6CxS.,池ケ原湿原,23-V1-1997ﾗ1cx.,富山県馬場島,l-VIII-1996;1
ex零片貝川,17-V1-1997
HP:*Sy版Pjoc“coreα"a（Lev.）Ohwiタンナサワフタギ（Symplocaceaeハイノキ科）［UChara＆Suzuki,準備中］
Cr・Exam.:1cx.,富山県芦1脚寺,17-V-1997
11p:＊Srewar"αpse”oca脚e/"αMaximナツツバキ（Thcaceaeツバキ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr・Exam.:3exs.,富山県栃折峠,27-V1-1996う1ex.,同産地,18-V-1997;1ex.,||皮阜県池ケ原湿原,23-V1-1997．
Hp:Zyo"”o'ﾉαI北"a（Wall.）Drudevar.e"わ"Ca（Si”elZucc.）Hand.‐Mazz,ネジキ（Ericaceaeツツジ科）
腿
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Cr､Exam.:2cxs・錐,富山県三田,6－V-1997；lex,無，同産地,12-V-1997.
13．P”α"αc九eﾉOp"γ“IC"gicor"js（Roelofs,1874）ヒゲナガオトシブミ
I-Ip:＊豚b〃"浬加sjebo〃〃Miq・ゴマギ（Caprifoliaccaeスイカズラ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr,Exam:2exs.,富山県大岩,8－V1-1997;2exs.,同産地,15-V1-1997．
Hp:E”jeIeapo"α”'αSieb・etZucc・フサザクラ（Eupteleaceacフサザクラ科）
Cr､Exam.:20exs,鋒,富山県馬場島,1－VIII-1996；l0exs，鐸,富山県馬場島,4－VII-1997;7cxs.,同産地,s-VII-1”7;l06
exS.,富山県大岩,8－V1-1997;102exS,同産地,15-V1-1997．
Hp:〃”eγαpraecox（Sieb,etZucc.）B1.アブラチヤン（Lauraceaeクスノキ科）
Cr・Exam.:6exs.,富山県芦|勝寺,17-V-1”7う3exs・拝,富山県三田,s-VI-1997；6exs.,同産地,l2-VI-1997;3exs.,同産
地,l3-VI-1997;3exs.,岐阜県杉原,23-V1-1997
Hp:〃"αera“"zbe"“αThunbvar、腕embrα"αc“（Maxim.）Momiyamaオオバクロモジ（Lauraccaeクスノキ科）
Cr・Exam.:4exs.,富山県三田，16-V-1996;1cx.,同産地,19-V-1996;3cxs.,同産地,12-V-1997;1ex.,同産地,5－VI‐
1997;l3exs.,同産地,12-V1-1997;3exS,同産地,13-V1-1997う4cxs.,栃折|峠13-V1-1996;2cxs.,同産地,27-V1-1996;1
ex.,同産地,18-V-1997;2exs.,馬場島,29-V1-1996;13exs.,同産地,12-V11-1996；10cxs.,同産地,4－VⅡ-1997う5cxs.，
伊折,28-V-1997うlex.,大岩,8－V1-1997う3cxs.,同産地,15-V1-1997;17exs,立山美女平,20-V11-1996う3exs.,同産地，
23-VII-1997；6exs.,芦|勝寺,17-V-1997;1ex.,水無,13-V11-1996うSexs.,牛岳,7－V1-1997う17exs.,片貝川,17-V1-1997；
1cx,,|岐阜県大多和峠,27-VII-1996;Scxs.,池ケ原湿原,23-V1-1997;sexs.,白水滝,26-V1-1997
ⅡSubfamilyAttelabinacアシナガオトシブミ亜科
iv､TribeAttelabiniアシナガオトシブミ族
14．〃e"jco/αb“（Hemcoj”s）Iewな〃（Sharp,1889）ルイスアシナガオトシブミ
Hp:Ze股ovase〃αZa（Thunb.）Makinoケヤキ（Ulmaceaeニレ科）
Cr､Exam:1ex.,富山県三田,16-V-1996;2exS.,栃折峠27-V1-1996;232exS,同産地,18-V-1997.
15．Hj腕“o/α"s（CaﾉoIab“）c"'e恋（Roelofs,1874）ビロードアシナガオトシブミ
Hp:*βe”αe'碗α"〃Cham､ダケカンバ(Betulaccaeカバノキ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam.:1ex.,富山県有峰,2－V11-1996．
Hp:Fag“cre"“αB1.ブナ（Fagaceaeブナ科）
Cr､Exam.:1ex.,富山県水無,13-V11-1996．
Hp:＊QI4erc"sac”SSi版aCarruthcrsクヌギ（Fagaceacブナ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam:1Cxっ富山県城山,22-V-1996.
16．Pﾉz”oaesr"/ipe""jsRoelofs,1874アシナガオトシブミ
Hp:C“rα"eacre"αraSieb・ctZucc､クリ（Fagaceacブナ科）
Cr・Exam.:1exっ富山県栃折lIIf,13-V1-1996;35cxs,拝,古沢,27-V-1997．
Hp:Q脚erc"sacⅨ"皿加aCarruthersクヌギ（Fagaceaeブナ科）
Cr､Exam.:4exs.,富山県城山,22-V-1996う1cx.,栃折峠,25-V-1996．
Hp:Q"er“c"叩哩jaBLミズナラ（Fagaccacブナ科）
Cr,Exam:1cx.,富山県栃折峠,13-V1-1996．
Hp:Q“erc皿sse〃"αThunb・exMurrayコナラ（Fagaceaeブナ科）
CrExam.:1ex.,富山県城山,14-V-1996;2exs.,同産地11-V1-1996;11exs,岸,同産地,19-V-1997.
v・TribcEuopsiniルリオトシブミ族
17．E"Qps（Sy"”rQps）たo"“SawadaetMorimoto,1985ナラルリオトシブミ
Hp:C“[α"eac'e"“αSieb,ctZucc・クリ（Fagaceacブナ科）
Cr・Exam:1cx.,富山県三田,19-V-1996う2exs,同産地,4－VII-1997う3exs.,栃折峠，
l”6;2cxs.,大岩,20-V1-1996
1-1p:Q"erc“c"叩"IaBl・ミズナラ（Fagaceaeブナ科）
13-V1-1996;1ex.,同産地,26-VI
?
本州中部地方に生息するオトシブミ類（鞘迩目，オトシブミ科）の寄主植物
Cr・Exam.；2exs.,富山県馬場島,29-V1-1996；1ex.,芦雌寺,17-V-1997；lexo,栃折峠,18-V-1997う4exs.,長野県霧ケ峰
高原,24-V1-1997.
18.E風Qps（Sy"〃ZOps）IeSpeae言aeLe平ede室aeSharp,1889ハギルリオトシブミ
Hp:LeSp”e重asp,ハギ属の一種（Legumlnosaeマメ科）
CrExam:3exs.,長野県霧ケ峰高原,24-V1-1997.
19．EMQps（Sy"”ZQps)pol”s（Roclofs,1874）ケシルリオトシブミ
Hp:Carp加恥spp・シデ類（Betulaceacカバノキ科）
Cr・Exam.;2exs.,富山県大岩,20-V1-1996.
20.EⅨOps（Sy"”rQps)p""α“Cs"zα即s（Motschulsky,1860）ルリオトシブミ
Hp;R”sα畑b噌哩aLavallexDippツタウルシ（Anacardiaccacウルシ科）
Cr,Exam:10exs,斧,富山県水無､13-V11-1996．
Hp:Rﾘﾉ"O脚"jαﾉ”o"jcaHoutI・イタドリ（Polygonaceaeタデ科）
Cr,Exam:lex.,富山県片貝川,12-V1-1996;7exs.,有峰,2－VII-1996；2exs.,立山美女平,20-VII-1996；27exs.,岐阜県
平湯峠,6－VII-1996;3cxs.,同産地,8－VIII-1996;5exs.,白水滝,26-V1-1997；2exs,長野県霧ケ峰高原,24-V1-1997．
Hp:Rのﾉ"”"Iasac〃α""e"”（Fr､Schm）Nakaiオオイタドリ（Polygonaceacタデ科）
CrExam:l1cxs.,富山県片貝川,12-V1-1996；lex,同産地,l5-VI-1996;1ex.,立山美女平,20-VII-1996うlex疹栃折
峠28-V-1997.
Hp:“"Ibef”"berg〃（Sieb､etZucc）Miqvar､CO"gesraH,Boiss・トリアシショウマ（Saxifragaccaeユキノシタ科）
Cr・Exam:1ex.,富山県片貝川,10－V-1997
Hp:Rodge'sjaD”oりんv"αA・Gravヤグルマソウ（Saxifragaceaeユキノシタ科）
Cr､Exam:l6exs.,富山県有峰,2－VⅡ-1996；1cx.,馬場島,12-VII-1996；1exs.,岐阜県平湯峠,6－VII-1996;2cxs.,長野
県安房峠24-V1-1997.
21.E"Ops（Sy"”"ps)平ﾉe"成血sVbss,1930カシルリオトシブミ
Hp:*Acersp､カエデ属の一種（Aceraccacカエデ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］（摂食のみ）
Ad,Exam.:1ex.,富山県伊折,28-V-1997
Hp:＊I"”r"哩加““α、腕ThunhexMurrayガマズミ（Caprifoliaceaeスイカズラ科）［Uehara＆Suzuki,準備中](摂食の
み）
AdExam:1ex.,富山県古沢,3－V11-1997．
Hp:＊Rob”αpse”oacacZaL,ニセアカシア（Legummosacマメ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］（摂食のみ）
AdExam:lcx.,；富山県城山,19-V-1997．
Hp:〃紅erjα〃o'め区”a（Willd）DC・フジ（Legumlnosaeマメ科）
Cr・Exam:lex.,富山県城山,18-V-1996う4exs.,同産地,20-V-1996;1ex,23-V-1996;3exs.,14-V1-1996;lex.,19-V‐
1997;3exs.,富山県芦雌寺,17-V-1997
Hp:R印"oⅨ"Zaj”o"jcaHoutt・イタドリ（Polygonaceaeタデ科）
CrExam.：2exs.,富山県片貝川,12-V1-1996;1ex.,同産地,15-V1-1996;lcx.,上仁歩,4－V-1997;4exs.,岐阜県楢峠,17
-V1-1995う1cx.,白水滝,26-V1-1997.
H､:ReV"o皿"Iasac"α""e"sjs（Fr､Schm.）Nakaiオオイタドリ（Polygonaceacタデ科）
Cr,Exam.:2ex.,富山県片貝川,I2-VI-1996;1ex.,同産地,15-V1-1996,
Hp:＊Sajix腕regraThunb､イヌコリヤナギ（Salicaceacヤナギ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam:6cxs.,富山県片貝川,17-V1-1997ﾗ4exs.,岐阜県白水滝,26-V1-1997．
Hp:＊Sα"xsp（Salicaceaeヤナギ科）［U6hara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam.:2cxs.,岐阜県白水滝,26-V1-1997．
Hp：*ZeIえCl'αse〃"a（Thunb.）Makinoケヤキ（Ulmaceacニレ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］（摂食のみ）
AdExam:6cxs.,富山県二上山,29-1V－1”7．
Hp：＊Ca/"cαゅα加○"jsSieb・etZuccヤブムラサキ（Vervcnaccacクマツヅラ科)[Uehara＆Suzuki,準備中](摂食のみ）
AdEXam:1ex.,富山県三田,27-1V-1997.
?
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表2日本産オトシブミ類の寄主植物利用範囲
HostrangeofthcJapanescApoderinacandAttelabinae
寄主植物利用範囲HostRange
種名Speciesl属以内1科以内1～2科3～5科6～10科11科以上
（M･）（OA）（0｡）（PA）（PQ）（PF)‐_‐
○ナミApoaﾉeke/〃
ヒメクロAPode「ythrog･
セアカヒメApodgemﾉnus
ウスモンApoaba/teatus
ムツモンAPodPraece"ens
ウスァヵApo乱rubjdus
ゴマダラParopﾉ.parda"s
ヒメゴマダラParop/・vanvo/，
ヒメコブPhymato,Pavens
オオコブPhymato・subom・
エゴツルクピCycnot・roe/of○
アカクビナガParac・njg〃c・
キイロヒゲナガParat．fU/vUs
ヒゲナガParat・ノongjcomjs
ルイスアシナガHenjc・ノewjs・
ビロー ドアシナガHjmat・cUpr・
アシナガPhja/､rU"pennﾉs
コブルリEUopspustuﾉosus
ナラルリEuopskonoノ
ハギルリEuopsﾉespedezae
ケシルリEuopspo"tUs
ルリEuopspunctatost"atus
??
○
○
○
??
○
○
○ ??
??
○
○
○ ??
??
カシルリEuopssp/en的dus
種名は略した．詳しくは，表lを参照されたい。［Uehara＆Suzuki（準備中）による｡］
トウ群の食草現存量の評価．NewEntomoL，30:11‐
18．
Hoshikawa,K・（l983a）Host-raccf(〕rmatl0nandspcciation
inthcHe"“fP"tzc/z"α'ﾉ噂j""CaO腕αc"hzmComplcx
（Coleoptera，Coccmcuidae）I・Host-plantrangcsand
food-prcferencetypes､KontyO,Tokyo，51:254-264．
Hoshikawa,K（l983b）Host-raceformatl0nandspcciation
intheHe"“"jﾙzcﾉ､α1ﾉ増j""CaO､α“ﾉﾋzmComplcx
（Colcoptera,CoccinelUdac）LGeographicvariationo童
foodpreferencemH““ep"αcﾉz"α1’昭j”oaomac""“
KontyO，Tokyo，51:339-350．
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